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本書は、鶴岡防災ステーション建設工事に先立って財団法人山形県埋蔵文化財センター

が発掘調査を実施した助作遺跡の調査成果をまとめたものです。

助作遺跡が位置する山形県鶴岡市西部の大泉地区は、広大な庄内平野の南部にあたりま

す。この地域では、昭和６２年度から実施された県営圃場整備事業、国道７号線のバイパス

建設工事や東北横断自動車道の建設にともない、助作遺跡をはじめ、矢馳Ａ遺跡、矢馳Ｂ

遺跡、清水新田遺跡、山田遺跡、畑田遺跡、中野遺跡など、山形県教育委員会や鶴岡市教

育委員会によって発掘調査され、多くの成果が得られています。

助作遺跡は、大正年間に現在の県道湯田川大山線の工事に際して発見されました。古墳

時代後期の竪穴住居跡群をはじめ、溝跡や河川跡などの遺構が検出され、整理箱にして約

５０箱の土師器、須恵器などが出土しています。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。

この祖先の足跡を学び、子孫へと伝えていくことが、私たちの重要な責務と考えます。そ

の意味で、本書が文化財保護活動の啓発・普及・学術研究・教育活動などの一助となれば

幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申し上げま

す。

平成１６年３月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰



本書は、鶴岡防災ステーション建設事業に係る「助作遺跡」の発掘調査報告書である。

既刊の年報、調査説明資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。
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Ⅰ 調査に至る経過

助作遺跡の発見は古く、大正年間に行なわれた県道湯田川・大山線の道路工事に際して、現

在致道博物館に保管されている須恵器�が出土したことにさかのぼる。その後、大泉地区で昭

和３１年頃に行なわれた水田への暗渠管埋設工事等によって、矢馳Ａ遺跡、矢馳Ｂ遺跡、清水新

田遺跡など、古墳時代の集落遺跡の存在が明らかにされた。以来これらと本地区の西方丘陵地

帯に位置する菱津古墳との関連が注目されている。

昭和６２年度から実施された県営ほ場整備事業鶴岡西部地区では、これら遺跡群を含む一帯が

事業の対象となり、矢馳Ａ遺跡が昭和６２年４月１６日～同年１０月３０日、清水新田遺跡が昭和６２年

４月２０日～同年６月１９日、矢馳Ｂ遺跡が昭和６２年７月１日～同年７月２１日までの期間で緊急発

掘調査が行なわれ、当該地域における６世紀代の集落構造及び土器群の様相に多くの情報を提

供した（山形県教委１９８８）。

昭和６３年度には、助作遺跡もほ場整備事業区域内となり、さらににこの地に国道７号線鶴岡

バイパスの建設工事が着手されることになったため、山形県教育委員会によって昭和６２年１０月

１５日に本遺跡に対する遺跡詳細分布調査が行われた。その結果、東西２００ｍ、南北３００ｍの範囲

から遺物が出土し、遺跡面積約５７，０００㎡の大規模な集落跡であることが明らかとなった。なお

バイパス予定地内については、昭和６２年１１月１８日・１９日により詳しい試掘調査を実施して、遺

構、遺物の分布状況を把握している。

助作遺跡に対する緊急発掘調査は、昭和６３年７月１日～１０月１２日に、鶴岡バイパスにかかわ

る第１次調査が事業地区内２，６３０㎡について実施され（山形県教委１９９０）、次いで昭和６３年８月

２２日～９月２２日の期間でほ場整備にかかわる水路部分１，１３０㎡を対象にした第２次調査が実施

された（山形県教委１９８９）。

これら一連の調査では、大溝（河川跡）、竪穴住居跡、畑の畝と考えられる溝状遺構が検出

され、「居住地に園地が備わった集落の単位的なまとまり」が明らかとなった。遺物は古墳時

代後期とみられる土師器を主体に第１次約５０箱、第２次約２０箱が出土した。また、同時に出土

した古式須恵器の検討から、６世紀第２四半期から第３四半期位の時間幅で集落が営まれたも

のと推定されている。

平成１５年第２次調査Ｅ・Ｆ・Ｇトレンチに囲まれた区域に鶴岡防災ステーション建設事業が

計画された。山形県教育委員会では、事業主体である国土交通省東北地方整備局酒田河川国道

事務所と遺跡の保存について協議を重ね、基礎工事による破壊が免れない建物部分および西側

の防雪柵設置部分について記録保存を目的とした緊急発掘調査を実施することとなった。

以上のような経緯をもって、財団法人山形県埋蔵文化財センターでは、国土交通省東北地方

整備局酒田河川国道事務所との間で平成１５年５月１日付けで緊急発掘調査についての委託契約

を締結した。第３次となる現地調査は、事業により破壊を受ける部分１，３２５㎡を対象に、平成

１５年６月１６日～８月８日の期間で現地調査を行った（第３図）。現地調査終了後、遺構、遺物

の整理作業および報告書作成作業をすすめている。

第 １ 次 調 査

第 ２ 次 調 査

第 ３ 次 調 査

Ⅰ 調査に至る経過
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

１ 地理的環境

助作遺跡は、山形県鶴岡市大字矢馳字上矢馳に位置する（第１図）。遺跡の位置する庄内地

方は山形県の北西部にあたり、日本海を臨み新潟県と秋田県にその境を接している。助作遺跡

の周辺地域は大泉地区と称し、鶴岡市街から西方に約５㎞、庄内平野の南西端にあたる。庄内

平野は最上川や赤川がつくり出した扇状地状に広がる東西４０㎞、南北１００㎞の平野である。江

戸時代には幕府の御用米の大生産地であり、現在でも広大な水田が広がり日本有数の米産地で

ある。また、助作遺跡の周辺には月山赤川水系の扇状地による栄養の豊富な砂壌土が多く堆積

し、稲作の水田と共にこの地域特産の「白山だだちゃ豆」の畑が広がっている。遺跡の西方に

は高館山をはじめとする丘陵地帯、南方には金峰山などの山地に囲まれ、東部を湯尻川、西部

を大山川が北流して赤川さらには最上川に合流し日本海に注いでいる。

現在見られる付近一帯の地形は、古くから行われてきた開田や農耕機械の導入による土地改

良により平坦なものになっている。しかし、かつては湯尻川・大山川の流路変遷により微高地

と低湿地が入り組み、現在よりも複雑かつ起伏に富んだ地形が形成されていたことが推測され

る。助作遺跡を含む大泉地区の遺跡群（矢馳Ａ遺跡、矢馳Ｂ遺跡、清水新田遺跡、山田遺跡、

畑田遺跡、中野遺跡など）はこうした微高地上に営まれたものが多く、微高地の分布と遺跡の

分布に強い相関関係が指摘されている。

２ 歴史的環境

助作遺跡が位置する鶴岡市には、現在２２８ヶ所の遺跡が確認されている（第２図）。時代別に

みると、旧石器時代６ヶ所、縄文時代４３ヶ所、弥生時代２ヶ所、平安時代１２ヶ所、古代４６ヶ所、

中世１０２ヶ所、近世２ヶ所、不明１５ヵ所である。（複数時期にわたる遺跡については、それぞれ

に組み入れて遺跡数をカウントした）。

これまで庄内地方では、古墳時代の遺跡が確認されている例が少なく、断片的な遺物や遺構

を伴わない内容の不明瞭な遺跡を含めても１０数ヶ所に留まっていた。山形盆地における同時代

の遺跡数が８０ヶ所以上であることに比べれば、この数がいかに少数であるかが確認できる。し

かし、近年における県営ほ場整備事業や東北横断自動車道関連の遺跡詳細分布調査の進展によ

り、助作遺跡の所在する鶴岡市大泉地区およびその周辺地域において、平成元年までに７ヶ所

の古墳時代の集落跡と古墳１基の存在が確認された。鶴岡市の西部地区に広がるこれらの遺跡

群は、助作遺跡、矢馳Ａ遺跡、矢馳Ｂ遺跡、清水新田遺跡、大山遺跡、畑田遺跡、中野遺跡や

現在のところ庄内地方唯一とされる菱津古墳など遺物・遺構の内容・密度共にこれまで庄内地

方で確認されていた古墳時代の遺跡と比較して一線を画すまとまった発見となった。これによ

り、同地域は庄内地方における遺跡の分布密度が非常に高い地域となり、庄内地方の古墳時代

を考える上で重要な位置を占めるものになると考えられる。

庄 内 平 野

金 峰 山

湯 尻 川

大 山 川

鶴 岡 西 部
地 区 遺 跡 群

菱 津 古 墳
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第１図 地形分類図（『土地分類基本調査 鶴岡』の「地形分類図」を一部加筆して使用）
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第２図 遺跡位置図（国土地理院発行２万５千分の１地形図「鶴岡」「湯野浜」を１／２縮小して使用）
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第３図 調査区概要図（山形県教育委員会１９８８「分布調査報告書（１５）」を一部加筆して使用）

１ 助作 集落跡 古墳 ２５ 上大坪 集落跡 古墳・平安 ４９ 折橋館 館 不明
２ 矢馳Ａ 集落跡 古墳～平安 ２６ 新形 遺物包蔵地 平安 ５０ 丸岡城 城 室町
３ 矢馳Ｂ 集落跡 古墳 ２７ 鶴ヶ岡城 城 室町初期～近世 ５１ 備前城 館 室町
４ 清水新田 集落跡 古墳～平安 ２８ 大道下 集落跡 平安・中世・近世 ５２ 漆原 遺物散布地 平安
５ 山田 集落跡 古墳・奈良～平安・中世～近世 ２９ 後田 集落跡 古墳・平安・中世・近世 ５３ 青龍寺 遺物散布地 平安
６ 囲地田 集落跡 古墳・平安 ３０ 月記 集落跡 平安・中世・近世 ５４ 村東 遺物散布地 縄文
７ 出張坂城 館 不明 ３１ 地ノ内 集落跡 平安・中世 ５５ 山の内 遺物包蔵地 縄文
８ 栗館 館 不明 ３２ 大東 集落跡 平安・中世 ５６ 青龍寺館 砦 不明
９ 畑田 集落跡 古墳・平安・鎌倉 ３３ 塔の腰 集落跡 平安・鎌倉～室町 ５７ 小杉ヶ沢 遺物包蔵地 縄文
１０ 中野 集落跡 古墳・奈良・平安 ３４ 番田 遺物包蔵地 平安 ５８ 金峰山Ｂ 遺物包蔵地 縄文
１１ 三軒在家 遺物包蔵地 平安 ３５ 井岡城 館 不明 ５９ 高館 砦 不明
１２ 中野京田 遺物包蔵地 平安 ３６ 井岡 遺物包蔵地 平安・鎌倉 ６０ 藤沢岩屋洞窟 遺物包蔵地 中世
１３ 尾浦城 城 不明 ３７ 岡山Ａ 集落跡 平安・鎌倉 ６１ 藤沢館 館 戦国期
１４ 正法寺館 館 戦国期 ３８ 岡山Ｂ 遺物包蔵地 平安 ６２ 鍋倉館 館 不明
１５ 駒繁 遺物包蔵地 平安 ３９ 赤坂館 館 不明 ６３ 遊行上人墳墓 墳墓 室町
１６ 八幡田 遺物散布地 平安 ４０ 三ヶ水口 遺物散布地 平安・鎌倉 ６４ 茗ヶ沢 遺物包蔵地 縄文
１７ 西田面 集落跡 平安 ４１ 鳥居上 遺物散布地 平安・鎌倉 ６５ 深沢館 砦 不明
１８ 西谷地 集落跡 奈良・平安・鎌倉・南北・室町 ４２ 高坂古館 館 不明 ６６ 湯田川経塚 経塚 平安・鎌倉
１９ 西ノ川 集落跡 平安 ４３ 杉沢Ｂ 遺物包蔵地 平安 ６７ 石清水 遺物包蔵地 縄文
２０ 下川２ 遺物散布地 平安・鎌倉・南北・室町 ４４ 杉沢Ｃ 遺物包蔵地 平安 ６８ 鉢巻山館 館 不明
２１ 五百刈 集落跡 古墳 ４５ 高坂館 館 不明 ６９ 石堂山館 館 不明
２２ 地ノ本 集落跡 平安 ４６ 杉沢Ｄ 遺物包蔵地 縄文 ７０ 馬場山Ｂ 遺物包蔵地 縄文
２３ 中京田 遺物包蔵地 平安・鎌倉～室町 ４７ 仏供沢窯跡 窯跡 平安
２４ 日本国 遺物包蔵地 平安 ４８ 北内 遺物包蔵地 平安
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Ⅲ 調査の概要

今回の第３次調査は、建物部分をＡ区、防雪柵部分をＢ区として調査を進めた。Ａ区は東西

約７０ｍ、南北約１７ｍ、面積１，２０５㎡のほぼ長方形、Ｂ区は幅１．５ｍ、南北８０ｍ、面積１２０㎡のト

レンチである（第３図）。調査は概ね重機による表土除去、面整理および遺構検出、遺構掘り

下げの順に進められ、その間に写真撮影、図面作成などの記録作業を行った。特に前回までの

調査結果から、遺構検出には相当な困難が予想されたため、調査区に公共座標値を利用した２ｍ

のグリッドを設定し、遺構のプランが不明確な部分についてはグリッド単位での手掘りによる

精査を行って検出作業を進めた。また、Ａ区では調査区内を南北に横切る暗渠が１７ヶ所にあり、

その埋土を除去して、断面観察に利用した。

今回の調査は、現地調査を平成１５年６月１６日から同年８月８日の実働６６日間にわたって実施

した。以下にその経過を述べる。

６月１６日

器材の搬入。

６月１７日～２０日

Ｂ区、Ａ区の順に重機による表土剥ぎ取り作業を実施する。各調査区で重機による表土剥ぎ取

りが終了した部分から面整理作業にはいる。１８日から暗渠埋土の除去作業を開始する。

６月２３日～６月２６日

調査区の面整理および遺構検出作業を行う。２４日にグリッド杭打ちを実施。

６月２７日～７月１１日

２７日までに面整理と土色変化の明瞭な遺構の検出を終了する。引き続き土色変化の不明瞭な部

分および炭化物等が密に分布する部分をグリッド単位で３㎝をめどに手掘りによる掘り下げ、

精査を実施し、遺構のプラン検出に努める。途中梅雨期の悪天候が続くがほぼ予定通りに作業

を行う。この間Ａ区の平面略測図、写真撮影等の記録作業を実施する。

７月１４日～７月１７日

グリッド単位での掘り下げと並行して、Ａ区東半の畝跡および小規模な溝跡を主体に精査を開

始する。

７月２２日～８月５日

Ａ区の竪穴住居跡と河川跡、ＳＧ２６・２９溝跡、ＳＫ４４・４５土坑を中心にした精査が本格化する。

この期間中も雨天が多く、２５日と３０日には調査区全体が水没した。重要な出土遺物の登録、土

層断面図の作図、写真撮影等の諸記録作業を行いながら５日までに竪穴住居跡と河川跡を除く

すべての遺構を完掘した。

８月６日～８月８日

６日午後２時から調査説明会を開催する。説明会終了後空中写真測量を実施した。７日までに

竪穴住居跡と河川跡を完掘終了するとともに精査、記録作業の残り、器材片付け等を実施し、

８日正午に器材を撤収。遺物の総出土箱数は５０箱であった。

２ｍグリッド

暗 渠 利 用 の
断 面 観 察

調 査 区 水 没
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Ⅳ 遺跡の概観

第１次調査では、Ⅰ層暗褐色細砂質シルト（耕作土）、Ⅱ層暗褐色シルト（主体となる遺物

包含層）がそれぞれ平均して１５～２０㎝程度の層厚で堆積し、遺構検出面はグライ化したⅢ層黄

褐色細砂で、県道付近では砂質が強く、そこから離れるに従って粘性が強くなりⅢ層のレベル

も下がることが確認されている。今回の調査区は第１次調査区から、北に約７０ｍに位置するが、

Ａ区では、ほ場整備による土砂の移動や削平のため、層厚２０㎝前後の耕作土の直下にⅢ層が堆

積する状況が観察された。Ⅲ層の状況は、第１次調査区と同様に西に向かって粘性が強くなる。

Ｂ区では北から南に向かってⅢ層が深くなり、南端では地表面下１ｍ前後に達し、また、北か

ら３０ｍ付近以南のⅢ層上部には泥炭層の発達が顕著である。地元の耕作者の話によると、Ｂ区

以西の水田はいわゆる谷地となっているとのことであり、集落本体は水はけの良い砂質の微高

地上に形成されていることがより明確になるとともに、今回の調査によって遺跡範囲の西の境

界の一部が明らかとなった。

遺構は東辺部から中央にかけて密に分布し、ＳＧ１河川跡以西は若干のピットが検出された

程度で非常に疎となる。遺構検出面もＳＧ１以西で強粘性化が著しい。なおＢ区では遺構が検

出されなかった。

ＳＧ１東側ではほぼ同じ規模で軸方向も共通するＳＴ２１・２２竪穴住居跡、それらとＳＧ１と

の間に区画的性格が強く看取されるＳＤ３４溝跡が分布する。竪穴住居跡の北および東では、Ｓ

Ｋ４４・４５・３５等の土坑、ＳＤ２６・２９溝跡等が分布する。また、幅３０～４０㎝、深さ５～２０㎝をは

かる溝状遺構が、ＳＤ２６以東を主体に東北東から西南西方向に少なくとも１１条が直線的に並走

して検出されている。第１次、第２次調査で検出された畝跡と同様の性格をもつものと考えら

れる。これらの畝跡は、重複関係のある他の遺構を悉く切っている。このほかに、微細な炭化

物が面的な広がりをもって密に分布する区域があり、特にＳＴ２１の南東に隣接する１１２～１１４－

９８・９９区付近に顕著にみられた。平面形を確定することはできなかったが、何らかの遺構が存

在しているものとみられる（第４図）。

出土した遣物は、平安時代以降の流れ込みも若干認められるが、ほとんどが古墳時代に所属

するものである。その分布は、先述のように調査区内に遺物包含層が存在しないため、一部遺

構検出面の上面にめり込んで出土したものを除けば遺構内に集中している。ＳＧ１以西では遺

物の出土が少なく、特にＢ区では、面整理中に摩滅した若干の土師器、須恵器の破片が出土し

たにとどまった。

遺物はＳＧ１、ＳＤ２６・２９、ＳＫ４４・４５から多量に出土し、ＳＴ２１・２２、ＳＤ７２、ＳＫ３５等

からもややまとまって出土しているが、その他の遺構からの出土量はごく僅かである。また、

炭化物が集中する１１２～１１４－９８・９９区付近からもまとまった量の遺物が出土した。以上のこと

から、２棟の竪穴住居を取り囲んだ各遺構に大半の遺物が集中している状況がうかがわれた。

遺構内での出土状況からは、ＳＧ１、ＳＤ２６・２９などでは洪水等の流れ込みによるものと判断

されたほか、ＳＫ４４・４５では一括廃棄の可能性が指摘できる。

基 本 層 序

遺 跡 西 側 に
広がる底湿地

遺 構 の 分 布

Ａ区東半に遺構
集 中

畝 跡

遺 物 の 分 布

遺構内に集中
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第４図 遺構配置図
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Ⅴ 遺構と遺物

１ 検出遺構

ＳＴ２１竪穴住居跡（第５図）

Ａ区１０７～１１２－９８～１０３区内で検出された。南東側で矩形に曲がる幅約２０㎝の溝跡と重複し

ており、本住居跡が溝跡を切っている。この溝跡はより古い竪穴住居跡の周溝の一部とも考え

られる。規模は、南西－北東８ｍ、南東－北西７．８ｍと大型で、ほぼ正方形の平面プランをも

つ。検出は西角付近では比較的容易であったが、その他では不明瞭で、炭化物を多量に含んで

いる他は地山との土色、土質の差はごく僅かである。周溝はなく、カマド、貼床は検出されな

かった。検出段階からＥＰ３３が見えており、形を保った遺物も検出面またはその直下から出土

していることから、本竪穴住居跡の大部分について床面またはその直下付近まで後世の削平が

およんでいるものとみられる。竪穴内からは５基のピットが検出された。このうちＥＰ３３、４６

～４８が主柱穴になると考えられる。出土した土師器・須恵器等の遺物から古墳時代後期の竪穴

住居跡と推定される。

ＳＴ２２竪穴住居跡（第６図）

Ａ区の中央、１０２～１０７－１００～１０５区内で検出された。ＳＴ２１の北西約３．８ｍに位置し、軸方

向も概ね一致する。北東側で直進する幅約１５㎝の溝跡と重複しており、本住居跡が溝跡を切っ

ている。規模は、南西－北東７．８ｍ、南東－北西８ｍとＳＴ２１とほぼ同じで、正方形の平面プ

ランをもつ。地山に比較して堆積土は炭化物を多く含み若干暗色であるが、境界は全体に不明

瞭で検出には時間を要した。周溝、カマド、貼床は検出されなかった。形を保った遺物が検出

面またはその直下から出土していることから、ＳＴ２１と同様に本竪穴住居跡の大部分について

床面またはその直下付近まで後世の削平がおよんでいるものとみられる。竪穴内からは９基の

ピットが検出された。主柱穴の確定はなお検討を要するが、いずれのピットもＳＴ２１に比較し

て華奢である。なお南角で検出されたＳＫ６３は、住居内施設の可能性がある。出土した土師器・

須恵器等の遺物から古墳時代後期の竪穴住居跡と推定される。

ＳＤ３４溝跡（第７図）

Ａ区１０１～１１０－９７～１０６区内で検出された。ＳＴ２１・２２とＳＧ１河川跡との間に位置し、幅

は２０～４０㎝、確認面からの深さ１５～２０㎝と一定しない。断面形は崩れたＵ字形である。南では

４条に分かれているが、１０４・１０５－９９区で１条となり、１０１・１０２－１０２区で直角に折れ曲がり

調査区外へと抜ける。すなわちＳＴ２１・２２の南西辺およびＳＴ２２の北西辺をとり囲むように巡

り、区画溝として竪穴住居群との有機的な関連をうかがわせる。堆積土内からは古墳時代後期

の土師器破片が若干量出土した。

ＳＧ１河川跡（第８図）

Ａ区９３～１０４－９７～１０５区内で検出された河川跡である。南東から北西方向に調査区内を横断

する。南半では炭化物を多量に含む土色の濁りが観察されたが、北半では地山との境界が不明

溝 跡 と 重 複

Ｓ Ｋ６３土 坑

区 画 溝
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瞭である。トレンチ調査の結果、最大規模時の川幅は明らかにできなかったが、もっとも深い

時期の河床面は検出面から１ｍを超える。検出できた河川の幅は最大で１１ｍである。遺物は平

面上では南西辺部および東辺部に集中し、出土層位をみると、東側では１１層より上、西側では

４層より上から大半が出土しており、埋没過程の最終段階において複雑に流路が変化した時期

に流れ込んだ状況が観察された。出土遺物は古墳時代後期に所属するものとみられる。

ＳＤ２６・２９溝跡（第９図）

Ａ区１１３～１１８－９９～１０７区内で検出された。堆積土自体は地山との相違が不明確であるが包

含される炭化物の密度が非常に高い。幅０．８～２．６ｍと一定せず、確認面からの深さは２５～３０㎝

と浅い。１１４～１１８－９９～１０２区では断面Ｕ字形の溝であるが、それ以北は連続した浅い落ち込

み状を呈する。全体として南東から北方向に細かく蛇行しながら、概ね弧状の平面形となる。

また、１１８－９９・１００区以東では所在不明となる。遺物は古墳時代後期の土師器を主体に今回の

調査でもっともまとまった量が出土した。

ＳＤ４３溝跡（第１０図）

Ａ区１１０～１１４－１０４～１０７区内で検出された。幅２０～６０㎝、確認面からの深さ６～２５㎝と一定

しない。ＳＤ７２溝跡、ＳＫ４４土坑、ＳＤ２９溝跡に囲まれた南東－北西幅５．３ｍの範囲を矩形に

巡り、北半は調査区外となる。何らかの区画溝と考えられる。出土遺物および配置の状況から

古墳時代後期の溝跡と考えられる。

ＳＤ２３・３１・３７溝跡（第１０図）

Ａ区１１６～１１９－１０４・１０５区内で最大６ｍにわたって検出された。幅３０～７５㎝、確認面からの

深さ１０㎝前後でほぼ東西方向に並走する溝跡群である。畝跡群と重複しそれらに切られている。

出土遺物および配置の状況から古墳時代後期の溝跡と考えられる。なお、ＳＤ２３からは管玉（Ｒ

Ｑ２０）が出土している。

ＳＫ４４土坑（第１１図）

Ａ区１１０・１１１－１０４・１０５区内で検出された、長軸長２．８ｍ、短軸長１．７ｍの東西に長い不整楕

円形プランをもつ土坑である。確認面からの深さ２５㎝をはかる。壁の立ち上がりは緩やかであ

り、底面は丸みをもつ。堆積土の地山面との識別は比較的容易である。古墳時代後期に所属す

る遺物がまとまって出土した。

ＳＫ４５土坑（第１１図）

Ａ区１０９・１１０－１０３～１０５区内で検出された、長軸長２．８ｍ、短軸長２ｍの南北に長い不整楕

円形の平面プランをもつ土坑である。確認面からの深さ５４㎝をはかる。底面は起伏があり壁の

立ち上がりは南壁で急であるが他は緩やかである。ＳＫ４４と北東部で重複するが、検出面の堆

積土はほぼ同じで、新旧関係は不明である。堆積土の地山面との識別は比較的容易である。古

墳時代後期に所属する遺物がまとまって出土した。

ＳＫ３５土坑（第１１図）

Ａ区１１３・１１４－１００・１０１区内で暗渠利用のサブトレンチの断面観察で検出された、長軸長

１．７５ｍ、短軸長１．３ｍの東西に長い不整楕円形の土坑である。確認面からの深さ４４㎝をはかる。

壁の立ち上がりは緩やかで底面は丸みをもつ。堆積土の地山面との識別は困難であるが、中間

層の炭化物の弧状堆積が顕著である。出土遺物から古墳時代後期の土坑とみられる。

川幅最大１１ｍ

遺物多量に出土

区 画 溝

ＳＫ４４と重複
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ＳＴ２１ ａ‐ａ´
１．２.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物ごく少量有り 2.5Y4/2暗灰黄色粘土筋状に一部混入・下部に従い細砂となる
２．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物まだらに有り 2.5Y4/2暗灰黄色シルトまだら状に混入
３．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 堅くしまる 2.5Y5/2暗灰黄色シルト炭化物多量に有り
４．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物ごく少量有り
５．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物少量有り
６．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土 硬くしまる
７．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物マーブル状に含む 2.5Y4/2暗灰黄色シルト一部混入

ＳＴ２１ ｂ‐ｂ´
１．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物上部にごく少量有り
２．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物多く有り
３．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り
４．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物多く有り 粘性強い・2.5Y5/2暗灰黄色シルトまだらに混入
５．10YR4/2 灰黄褐色粘土 炭化物有り
６．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り 硬くしまる・2.5Y5/2暗灰黄色シルトまだらに混入
７．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化物少量有り
８．2.5Y4/1 黄灰色シルト 炭化物多く有り 2.5Y5/2暗灰黄色シルトまだらにわずかに混入
９．2.5Y4/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化物有り 2.5Y5/1黄灰色細砂まだらに混入
１０．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト
１１．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y4/1黄灰色シルト一部混入
１２．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y4/2暗灰黄色シルトまだらに混入

ＳＴ２１・ＥＰ４６ ｃ‐ｃ´
2.5Y4/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化物有り 2.5Y4/1粘土質シルト下部に均一に混入

ＳＴ２１・ＥＰ３３ ｄ‐ｄ´
１．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り 2.5Y5/4黄褐色シルトわずかに混入
２．5Y3/1 オリーブ黒色シルト 炭化物多く有り 2.5Y5/2暗灰黄色細砂質シルトまだらに混入
３．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y5/2暗灰黄色シルト
４．2.5Y4/3 オリーブ灰色細砂
５．7.5Y4/1 灰色細砂質シルト 炭化物わずかに有り 7.5Y4/1灰色細砂質シルト、炭化物わずかに混入
６．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 下方に従い7.5Y4/1灰色細砂質シルトとなる

ＳＴ２１・ＥＰ４７ ｅ‐ｅ´
１．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂 炭化物あり 2.5Y4/2暗灰黄色粘土まだらに混入
２．2.5Y4/2 暗灰黄色細砂 炭化物多く有り 2.5Y5/2暗灰黄色粘土小さく塊状に混入
３．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂

ＳＴ２１・ＥＰ４８ ｆ‐ｆ´
2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化物有り 2.5Y4/2暗灰黄色粘土質シルト下部に均一に混入

ＳＴ２１・ＥＰ４９ ｇ‐ｇ´
2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化物有り 2.5Y4/2暗灰黄色粘土塊状に混入
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ＳＴ２２ ａ‐ａ´
１．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化物有り
２．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化粒わずかに有り
３．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト
４．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り 2.5Y5/2暗灰黄色粘土質シルトまだらに混入
５．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 2.5Y4/1シルトまだらに混入・炭化物わずかに有り
６．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂
７．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物多く有り 2.5Y3/2黒褐色粘土まだらに混入

ＳＴ２２ ｂ‐ｂ´
１．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化粒わずかに有り 2.5Y4/2暗灰黄色粘土質シルトブロック状に混入
２．2.5Y4/2 暗灰黄色細砂
３．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化粒ごくわずかに有り
４．2.5Y4/3 オリーブ褐色細砂
５．2.5Y3/2 黒褐色粘土
６．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 硬くしまる

ＳＴ２２・ＥＰ５５ ｃ‐ｃ´
2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化粒わずかに有り 底部グライ化

ＳＴ２２・ＥＰ５６ ｄ‐ｄ´
2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化粒わずかに有り 2.5Y5/2暗灰黄色粘土側面に混入・底部グライ化

ＳＴ２２・ＥＰ５７ ｅ‐ｅ´
2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り 2.5Y4/2暗灰黄色粘土上部に一部混入

ＳＴ２２・ＥＰ５８ ｆ‐ｆ´
2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り 2.5Y5/2暗灰黄色細砂底部に均一に混入

ＳＴ２２・ＥＰ５９ ｇ‐ｇ´
2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y4/3オリーブ褐色細砂底部に一部混入

ＳＴ２２・ＥＰ６０ ｈ‐ｈ´
2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化物ごくわずかに有り 底部に従い細砂となる

ＳＴ２２・ＥＰ６１ ｉ‐ｉ´
2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y5/1黄灰色細砂帯状に混入

ＳＴ２２・ＥＰ６２ ｊ‐ｊ´
2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化物有り

ＳＴ２２・ＥＰ６３ ｋ‐ｋ´
2.5Y5/2 暗灰黄色細砂 炭化物有り 2.5Y3/1黒褐色粘土上部にレンズ状に混入

ＳＴ２２・ＥＰ６８ ｌ‐ｌ´
2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化粒わずかに有り 2.5Y5/2暗灰黄色細砂底部に一部混入 第６図 ＳＴ２２竪穴住居跡
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ＳＤ３４ ａ‐ａ´
１．2.5Y5/1 黄灰色シルト 2.5Y4/1黄灰色砂質シルト下部に一部混入
２．2.5Y4/1 黄灰色シルト
３．2.5Y4/1 黄灰色砂質シルト 下部グライ化
４．2.5Y4/1 黄灰色砂質シルト 10Y4/1灰色砂質シルト下部一面に混入・下部グライ化

第７図 ＳＤ３４溝跡
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ＳＧ１ ａ‐ａ´
１．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 粘性強い・2.5Y4/2暗灰黄色シルトまだらにわずかに混入
２．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 粘性強い・2.5Y4/2暗灰黄色シルト粘性強い炭化物多く有り･2.5Y5/2暗灰黄色粘土質シルト粒状にまだらに混入
３．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り 2.5Y4/2暗灰黄色シルトまだらに混入
４．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂 炭化粒ごく一部有り １より灰色強い
５．2.5GY5/1 オリーブ灰色細砂
６．5Y4/1 灰色細砂（シルト混じる） 炭化物有り
７．2.5Y4/1 黄灰色粘土
８．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y5/2暗灰黄色シルト上部に混入
９．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土
１０．5Y5/1 灰色粘土
１１．2.5Y5/1 黄灰色粘土
１２．7.5Y4/1 灰色細砂 2.5Y3/1黒褐色粘土レンズ状に混入
１３．7.5Y4/1 灰色細砂質シルト 2.5Y3/1黒褐色粘土大きく筋状に混入・7.5Y4/1灰色細砂北東に向けて落ち込む
１４．2.5Y5/1 黄灰色細砂 2.5Y4/1黄灰色細砂筋状に混入
１５．2.5Y4/1 黄灰色粘土質シルト 7.5Y4/1灰色細砂・2.5Y3/1黒褐色粘土筋状に混入南西に向けて落ち込む
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ＳＤ２９ ａ‐ａ´
１．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物ごくわずかに有り 2.5Y4/3オリーブ褐色細砂わずかにまだらに混入
２．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y5/2暗灰黄色シルト・4/3オリーブ褐色細砂まだらに混入
３．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト １より砂質強い
４．5Y3/2 オリーブ黒シルト 炭化物有り 5Y3/1オリーブ黒色粘土質シルト筋状に一部混入・2.5Y4/2暗灰黄色細砂質シルトまだらに混入
５．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化物ごくわずかに有り
６．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 2.5Y4/2暗灰黄色シルトわずかに混入

ＳＤ２６ ｂ‐ｂ´
１．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り
２．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 硬くしまる
３．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物ごくわずかに有り 硬くしまる
４．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト
５．2.5Y4/1 黄灰色細砂質シルト 炭化物多量有り 2.5Y4/2暗灰黄色細砂質シルトわずかに混入
６．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り 2.5Y3/2黒褐色粘土帯状に一部混入
７．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物一部有り
８．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 2.5Y4/2暗灰黄色粘土質シルト一部混入

ＳＤ２６ Ｃ‐Ｃ´
１．10YR2/3 黒褐色砂質シルト 炭化物多く有り 10YR2/3黒褐色粗砂混入
２．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y4/2暗灰黄色粘土質シルトレンズ状に一部混入
３．2.5Y5/2 暗灰黄色砂質シルト
４．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト
５．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂 下部均一にグライ化
６．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y4/2暗灰黄色シルトまだらに混入・2.5Y4/2暗灰黄色粘土質シルトブロック状に一部混入
７．10YR2/3 黒褐粗砂（シルト混じる） 炭化物わずかに有り 2.5Y4/2暗灰黄色シルトブロック状に混入
８．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y5/2暗灰黄色シルト上部に帯状に混入
９．5Y2/2 オリーブ黒色粗砂 炭化物わずかに有り 10YR砂質シルト（粗砂混じる）塊状に大きく混入
１０．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 2.5Y3/2黒褐色粘土質シルト一部帯状に混入
１１．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化物有り
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2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y5/2暗灰黄色粘土質シルトまだらに混入

ＳＤ４３ ｂ‐ｂ´
2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y5/2暗灰黄色粘土質シルト均一に混入

ＳＤ３１－３７ Ｃ‐Ｃ´
１．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化粒わずかに有り 2.5Y5/2暗灰黄色細砂均一に混入
２．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化粒有り 2.5Y4/2暗灰黄色シルト（灰色強い）まだらに混入

第１０図 ＳＤ４３・ＳＤ３１～３７溝跡
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ＳＫ４４ ａ‐ａ´
１．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト筋状に一部混入
２．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト筋状に混入
３．5Y3/2 オリーブ黒色シルト 炭化物多く有り 2.5Y5/1黄灰色細砂帯状に混入・2.5Y3/2黒褐色粘土レンズ状に混入
４．5Y3/2 オリーブ黒色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y4/2暗灰黄色シルトまだらに混入
５．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り
６．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト
７．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 5Y3/2オリーブ黒色シルト一部混入

ＳＫ４５ ｂ‐ｂ´
１．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y5/2暗灰黄色シルト塊状に一部混入
２．2.5Y4/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化粒ごくわずかに有り
３．2.5Y5/2 暗灰黄色粘土質シルト 5Y5/1灰色粘土下部に均一に混入・底部グライ化
４．5Y5/1 灰色粘土
５．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物極わずかに有り 硬くしまる
６．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物多く有り 2.5Y5/2暗灰黄色シルト塊状に混入・2.5Y3/2黒褐色シルト均一に混入
７．2.5Y5/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化物わずかに有り 2.5Y6/2灰黄色粘土一部混入
８．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物大量に有り 2.5Y4/2暗灰黄色粘土質シルト均一に混入
９．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り 2.5Y5/2暗灰黄色粘土質シルト上部に一部混入
１０．2.5Y4/2 暗灰黄色細砂

ＳＫ３５ Ｃ‐Ｃ´
１．2.5Y6/2 灰黄色シルト 硬くしまる
２．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り 硬くしまる・2.5Y5/2暗灰黄色シルトまだらに混入
３．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物筋状に多く有り 硬くしまる
４．2.5Y4/2 暗灰黄色シルト 炭化物有り 硬くしまる・2.5Y5/2暗灰黄色シルトまだらに混入
５．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト 炭化物わずかに有り
６．2.5Y3/2 黒褐色粗砂 炭化物わずかに有り 2.5Y3/2黒褐色シルト均一に混入
７．2.5Y3/1 黒褐色粘質シルト 炭化物層 2.5Y4/2暗灰黄色シルト一部混入
８．2.5Y4/2 暗灰黄色粘土質シルト 炭化物有り 5Y3/2オリーブ黒色粘土質シルト均一に混入
９．2.5Y3/2 黒褐色細砂質シルト 炭化物有り
１０．5Y3/2 オリーブ黒色粘土質シルト 炭化物層
１１．2.5Y4/2 暗灰黄色細砂質シルト 炭化物塊状に一部有り

第１１図 ＳＫ４４・４５・３５土坑
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２ 出土遣物

� 土師器

坏（Ａ）

Ⅰ類：平底となる底部から体部が内弯しながら立ち上がり、口縁部で若干内傾する椀状の器形

となる（第２２図２）。口縁部の直径は、体部最大径より小さくなる。器面調整は、底部付近に

ヘラケズリがみられるほかは内外面ともに精緻なヘラミガキが施され、口唇直下に一条の沈線

が周巡する。薄手の非内黒で焼成は良好である。

Ⅱ類：丸底となる底部から内弯ぎみに外傾し、口縁部が僅かに引き出される器形となるもの。

薄手でやや大振りなａ（第１３図４・第２０図５）と厚手で小振りなｂ（第２３図５・第２４図７）に

細分される。いずれも焼成は良好で、器面に目立った段や稜は認められない。器面調整は丁寧

になされ、ａは内黒で内外面にヘラミガキ、ｂは外面がナデまたはヘラミガキ、内面がヘラミ

ガキで内黒（第２４図７）と非内黒（第２３図５）がある。

Ⅲ類：丸底から膨らみをもって立ち上がる体部と、段状にくびれて外反気味に短く開く口縁部

をもつもの。内外面の口縁部と体部との境にはシャープに整形された稜線が一周し、口唇は玉

縁となる。浅身のａ（第２２図５・第２３図８）と深身のｂ（第１２図１０）に細分される。外面の調

整は体部でハケメ又はヘラミガキ、口縁部はヘラミガキ、ヨコナデが施される。内面は、口縁

部横方向、体部放射状または斜め方向のヘラミガキが施され、全て内黒である。焼成も良好で

仕上がりが丁寧である。

Ⅳ類：丸底、有段、内黒という点でⅢ類と共通する。法量的にもⅢ類ａと大差ないが、体部が

小さく、口縁部が長く引き出されて直線的または外反ぎみにに開く器形をもつ。口唇は素縁ま

たは玉縁である。焼成は良好であり、外面の調整は体部でヘラケズリと粗いヘラミガキ、口縁

部でヨコナデ、ヘラミガキとなる（第１３図８・１２・第２０図６・第２１図３）が、全面ヘラミガキ

となるもの（第１３図１０・第２３図６）も存在する。内面は口縁部で横方向、体部で放射状あるい

は斜方向のヘラミガキが充填される。

Ⅴ類：やや偏平な丸底から内弯して立ち上がる体部と、緩く外反して開く口縁部をもつ。口縁

部と体部との境の段は器高の中程から上に位置する。内面の稜は明瞭であり、口唇は素縁を呈

する。調整は外面で口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ（第１３図１）、アタリ単位の大きな粗い

ヘラミガキ（第１６図９）による仕上げが施される。内面で口縁部横、体部斜方向または放射状

のヘラミガキ手法をとる。内黒。

Ⅵ類：丸底から膨らみをもって立ち上がる体部と、強く屈曲して内弯ぎみに短く開く口縁部を

特徴とする。器形はⅢ類に似るが、外面の口縁部と体部との境には明瞭な段または稜が認めら

れない。口唇は素縁である。浅身のａと深身のｂに分けられる。ａの器面調整には、外面が口

縁部でヨコナデ、体部でヘラケズリが施されるもの（第２３図２）と、体部にハケメが施される

もの（第１２図８・第２４図１・８）がある。内面はヘラミガキ調整である。ｂの器面調整は内外

面ともに全面ヘラミガキで、外面および内面口縁部が横方向、内面体部縦方向のヘラミガキが

施される（第２３図９）。いずれも内黒となる。

Ⅶ類：平底風の底部から若干膨らみながら急に立ち上がる体部と、屈曲することなく外反する
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口縁部をもつ。いずれも外面の段や稜はみられないかまたはごく弱いが、口縁部が内面で肥厚

するため、稜線がはっきりしている。外面の調整は、口縁部でヨコナデが施されるが不鮮明な

ものが目立ち、体部はヘラケズリ調整の後にアタリ単位の大きなヘラミガキにより仕上げられ

るものが多い（第１２図１・９・１１・第１３図３・５・７・第１６図１・３・８・第２０図１・２・

４・第２１図１・第２２図１・第２４図６・第２５図２）が、ハケメ調整をともなうもの（第１３図９・

１１・第１６図７・第２０図３）がある。内面は口縁部横、体部放射状又は斜方向のヘラミガキ手法

である。全て内黒となる。

Ⅷ類：器形は前述のⅦ類と同じであるが、口縁部で肥厚せず、内面に稜を持たないもの。浅身

のａ（第１３図６・第１６図２・４・第２３図４・第２４図３）と大振りで深身のｂ（第１２図３・第２１

図２）に細分される。口唇は素縁が多いが第２４図３は玉縁を呈する。器面調整はⅦ類に共通す

る。第１６図２が非内黒のほかはすべて内黒となる。

Ⅸ類：平底となるものを一括する。すべて内黒である。浅身のａ（第１３図２・第１６図６）、小

振りで深身のｂ（第１６図５・第２３図３）、大振りで深身のｃ（第１２図２・第２５図１）に分けら

れる。ａは底部からやや膨らんで立ち上がり緩く外反ぎみに外傾する器形となる。調整は口縁

部ヨコナデ、体部ヘラケズリまたはアタリ単位の大きなヘラミガキが施されるほか、第１６図６

の底部にはハケメ調整がなされる。内面は丁寧なヘラミガキ充填である。ｂは内弯ぎみに外傾

する体部と短く外反する口縁部をもつ。器面調整は、第２３図３では口縁部にヨコナデ、体部お

よび底部にハケメ調整が施される。ｃはｂを大型にした器形で調整も類似するが、第１２図２は

内外面ともに丁寧なヘラミガキが施される。

高坏（Ｂ）

Ⅰ類：脚部を欠くが、体部は内弯しながら立ち上がり、口縁部が若干外傾ぎみに直上する器形

となる（第１６図１０・１３）。口唇部は玉縁を呈する。器面調整は外面にハケメ、内面に口縁部横、

体部放射状のヘラミガキが施される。また脚部は柱実部がほとんどなく、内面にはハケメ調整

がはいる。内黒となる。

Ⅱ類：脚部は失われているが、坏身はＡⅢ類に近似し、若干膨らみをもって立ち上がる体部か

ら段状にくびれて外反気味に短く引き出される口縁部に特色がある（第２４図９）。外面の口縁

部と体部の境には明瞭な稜線が一周する反面、内面には稜線が巡らない。外面の調整は、口縁

部ヨコナデ、体部粗いナデが施される。内黒。

Ⅲ類：丸みをもって立ち上がる体部と、弱くくびれて直線的に短く開く口縁部をもつ深身の器

形となる。外面の口縁部と体部の境には目立った段、稜線が認められないが、内面では口縁が

肥厚し稜線が１条巡る。外面の調整は口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ、内面では口縁部横方

向、体部放射状の丁寧なヘラミガキが施される。内黒である（第１３図１６）。

Ⅳ類：丸みをもって立ち上がる体部から段等を持たずに外反して長く引き出される口縁部と、

内面の口縁部と体部の境に発達する稜線を器形上の特色とする（第１２図４・第１３図１３）。坏身

の形態はＡⅦ類に近似する。口唇は玉縁となる。器面調整は、内面が精微なヘラミガキが施さ

れるほか、外面がヨコナデとアタリ単位の大きなヘラミガキを主体に仕上げられる。また、第

１３図１３の脚部内外面にはハケメ調整が施される。脚部はいずれも端部を欠くが、短い柱実部か

ら外反気味に開く低い形態と推測される。本類は全て内黒である。
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Ⅴ類：深身で、底部から膨らみをもって立ち上がる体部と、強く屈曲して内弯ぎみに短く開く

口縁部をもつ。坏身はＡⅥ類に類似する。体部と口縁部の境は、肥厚しないが屈曲が強いため

稜線が発達する。口唇は素縁となる。脚部は低く、短い柱実部から外反して端部にいたる。器

面の調整は、外面口縁部にヨコナデ、体部にヘラケズリおよびヘラミガキ（第１３図１５）と、口

縁部ヨコナデ、体部ハケメ（第１３図１４）が施されるものがあり、内面は口縁部横方向、体部放

射状のヘラミガキ仕上げである。脚部内面の調整は端部でヨコナデ、基部で横方向のハケメが

一巡する（第３５図１１）。

Ⅵ類：坏身は外面に目立った段、稜をもたず、胴張りの体部とやや外反ぎみに短く直上する口

縁部をもつ深身の器形となる。内面では口縁部が僅かに肥厚するため弱い稜が形作られる。器

面調整は外面ヘラケズリおよびヘラミガキ、内面ヘラミガキが施される。脚は柱実部が殆どな

く内弯ぎみに強く開く形態となる。脚外面はヨコナデにより仕上げられ、内面はヘラナデによ

り整形される（第１６図１１）。

Ⅶ類：内外面に目立った段、稜線が認められず、若干膨らみをもって立ち上がる体部から口縁

部が外反気味に開く器形となる。浅身のａ（第１２図５・第１６図１２・第２２図４）、深身のｂ（第

１２図１２・第１３図１７）、大振りで深身のｃ（第１６図１５）に細分される。外面の調整は、口縁部ヨ

コナデ、体部及び脚部でヘラケズリ、ハケメ、ヘラミガキが施される。内面には口縁部で横方

向、体部で異方向からのヘラミガキが施される。脚部は欠損したものもあるが、概ね柱実部が

短く外反ぎみに開くものである。本類は全て内黒である。

Ⅷ類：大形の脚（第１３図２１）。坏身の形態は不明であるが大振りなものになると思われ、内面

はヘラミガキが施され、内黒となる。脚部は薄く作られ、柱実部はほとんどなく、やや内傾ぎ

みに短く垂下し弱く屈曲して内弯ぎみに開く脚胴部をもつ。脚縁部との境には明瞭な段が形成

され、大きく外反して玉縁状の端部にいたる。器面調整は丁寧に行われ、脚胴部上半および脚

縁部外面には縦方向に丁寧なヘラミガキ、脚胴部下半にハケメが施される。内面はハケメによ

り整形される。

Ⅸ類：脚部のみの資料を一括する。脚実部の短いものが多く、ⅠからⅦ類の脚部になると考え

られるが、第１６図１７は胎土、焼成ともに異質である。

鉢（Ｃ）

Ⅰ類：平底からやや膨らみをもって立ち上がる体部と、緩くくびれて小さく外反する口縁部を

特徴とする。法量的に小形のａ（第２３図１１・第２６図４）とやや大振りなｂ（第２２図９）がある。

口縁部と体部の境は、内面で若干肥厚して稜を成す。調整は、第２３図１１が口縁部内外面にヨコ

ナデ、体部外面にハケメ、内面ヘラケズリ、ヘラナデ、第２６図４が外面にヘラケズリ、内面ヘ

ラナデ、ハケメ、第２２図９が外面にハケメ、内面にヨコナデと粗いヘラミガキが施される。技

法的には甕のそれに近いものと見なされる。ほとんどが被熱している。

Ⅱ類：Ⅰ類同様その製作技法が甕に類似するものである。膨らみをもつ体部と頸部で緩くくび

れて外反気味に開く口縁部を有する。法量的に小形で体部下半が急傾して締まる。外面は全体

にナデ整形が行なわれ、内面にはハケメ整形が施される。なお本類は、器面に二次的な加熱の

痕跡や多量の炭化物が付着するなど、煮沸形態の一つであったと推測される（第２３図１２）。

Ⅲ類：小形の底部からわずかに膨らんで立ち上がり、内弯ぎみに外傾し、体部上半で直上する

製作技法が甕に
類 似
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器形となる（第１９図４）。器面調整は、外面で口縁部ヨコナデ、体部ハケメ、内面ヘラナデが

施される。本類も甕の技法と見なされ、また、被熱が顕著である。

甕（Ｄ）

Ⅰ類：底部を欠損した資料が１点出土した（第２５図８）。法量的には小形の部類に属する。体

部は、底部から丸みをもって立ち上がり、上半でほぼ直上し、頸部との境界に明瞭な段が設け

られる。口縁部は「Ｃ」字形に開き、口唇部は玉縁となる。内面の頸部との境界には明瞭な稜

が周巡する。全体的に丁寧に仕上げられ、内外面ともに口縁部には浅いナデ整形、体部は外面

に縦方向の繊細なハケメ整形、内面に斜方向のヘラナデが施される。

Ⅱ類：法量的に小形で胴の張りが少ない形態となる。体部下半を欠損するが、やや内弯しなが

ら直上する体部と外反ぎみに外に引き出される口縁部が特徴となる（第１４図５・第１９図２・第

２０図７）。外面の調整は、口縁部でヨコナデ、体部で縦方向のハケメが施され、内面は口縁部

ヨコナデ、体部横または斜方向のヘラナデ、ハケメが認められる。

Ⅲ類：Ⅰ・Ⅱ類同様法量的には小形の部類に属し、胴張りで頸部が締まる器形をもつ。体部下

半の張りが強く、口縁部が直上気味に短く開くａ（１８図４）と、頸部で「く」字状に屈曲し口

縁部が外反気味に開くｂ（第１４図２・第２１図８・第２３図１０）に分けられる。ａは体部の最大径

が下位にくるが、ｂではほぼ中程に位置する。いずれも外面の調整は口縁部でヨコナデ、体部

で縦方向を主体とするハケメが施される。また、内面は口縁部ヨコナデ、体部で横から斜方向

のハケメ、ヘラナデ調整が併用または単独で用いられる。

Ⅳ類：法量的にはⅠからⅢ類と同等である。球形に丸く膨らむ体部と強く締まる頸部が特徴で

ある。頸部で一旦直上ぎみに内傾し、さらに口縁部が屈曲して短く開くａ（第１９図３）と、頸

部から外反ぎみに引き出される口縁部をもつｂ（第１４図７・第１５図１・第２１図１１）に細分され

る。ａの口唇は玉縁となるが、ｂは素縁である。いずれも残存部分が口縁部から体部上半また

は体部のみに限られ、全体的なプロポーションは不明である。器面の調整は、口縁部内外面で

はヨコナデが施され、体部では外面ハケメ、内面ヘラナデ、ハケメ調整を主体とする。

Ⅴ類：中間的な法量をもち、胴の張りが少ない形態となるもの（第１８図６・第２０図９・第２５図

１０）。器形の特徴はⅡ類に共通する。器面調整は、口縁部内外面ヘラナデ、体部外面ハケメ、

内面ヘラナデを主体とするが、第１８図６の場合は内外面全体にハケメ調整が及ぶ。

Ⅵ類：Ⅴ類と同様に中間的な法量をもち、体部の張りが強く頸部で一旦締まり外反しながら開

く口縁部をもつもの（第１７図４・第１８図２・第２１図７）。すなわち器形の特徴はⅢ類ｂに共通

する。口唇は素縁と玉縁がある。器面調整は口縁部にヨコナデ、体部外面に縦方向のハケメ、

内面にヘラナデが施されるのが一般的である。

Ⅶ類：Ⅴ類・Ⅵ類と同様に中間的な法量をもち、球形に丸く膨らむ体部と強く締まる頸部を特

徴とする（第１４図３・第２１図１０・第２２図７）。口縁部は、頸部で強く屈曲して短く外反する。

口唇は玉縁と素縁がある。器面調整は口縁部にヨコナデ、体部外面に縦方向のハケメ、内面に

ハケメ、ヘラナデが施されるが、第１４図３の外面は縦方向のヘラケズリ調整である。

Ⅷ類：法量的に大形の部類で量的なまとまりをもつ。器形は長胴となり体部中央付近が強めに

膨らみ、頸部で一旦締まり、口縁部が外反しながら開く形態となる。器形の特徴は、Ⅲ類・Ⅵ

類に共通する。外面の器面調整は口縁部でヨコナデ、体部で縦方向もしくは斜方向のハケメが

Ⅴ 遺構と遺物

２１



施され、内面は、口縁部でヨコナデ、体部でヘラナデ整形となるものが大半である。口縁部が

直上ぎみに短く開くａ（第１８図７・第２２図１０・第２５図９・第２６図７）、外反しながら緩やかに

開くｂ（第１４図１・６・第１７図３・第１８図８・第１９図１・第２０図１０・第２３図１・第２４図１１）頸

部で強く屈曲して開く口縁部をもつｃ（第１４図４・第１７図１・５・第２０図１１・第２５図６）とし

て細分を行なった。いずれも頸部内面に稜をもつもの、口唇が玉縁となるものが多少見受けら

れる。

Ⅸ類：法量的に大形で、球形に膨らむ体部をもち、頸部で強く屈曲し口縁部が外反気味もしく

は直線的に外傾する形態となる。器形的にはⅦ類に共通する。口唇部は、素縁・玉縁のほか、

外削ぎ状に角ばるもの（第２１図９）がある。器面調整は外面で口縁部ヨコナデ、体部で縦方向

もしくは斜方向のハケメが施され、内面は、口縁部でヨコナデ、体部でヘラナデ整形となるも

の（第２０図８・第２１図６・第２５図７）、横方向のハケメ調整（第２１図９）がある。

壷（Ｅ）

Ⅰ類：法量的に大形のもの（第１２図１４・第２２図８・第２６図１）。第２６図１は、平底となる小振

りな底部から、球形に膨らむ体部をもち、頸部は直上し、外反ぎみに口縁部にいたる器形とな

る。口唇は欠損のため不明である。外面の調整は、口縁部ヨコナデ、体部ハケメが丁寧に施さ

れる。内面は全面に横から斜方向のヘラナデが施され、輪積痕が明瞭に残る。

Ⅱ類：法量的に小形の壷である（第１５図２・第１８図１・第２０図１４・第２６図２）。いずれも底部

および体部の破片資料のため詳細は不明である。底部は平底となり、体部は球形となる。体部

外面にはアタリ単位の大きな粗いヘラミガキ、内面にはヘラナデが主体的にが施される。

� 古式須恵器

古式須恵器は出土点数が非常に少なく、破片資料が大半を占めるが、今回の調査では、主に

ＳＧ１河川跡、ＳＴ２１竪穴住居跡、ＳＫ３５土坑などからややまとまって出土し、土師器などと

の共伴が認められたものも若干みられる。今回出土した古式須恵器は坏身、坏蓋、�、横瓶、

甕等があるが、第１次および第２次調査では高坏が出土した。量的には甕などの貯蔵形態が圧

倒的に多く、次いで坏身・坏蓋等の供膳形態が続く。以下では全体量が少ないことから、器種

毎の類別を行なうに留め、その概略を述べる。

坏蓋：９個体分確認された（第２７図４～１２）が、ある程度全形を把握できるものは４点出土し

ている（第２７図５～８）。口径１３６～１７１㎜をはかり、法量にはばらつきがある。形態的に平坦

な天井部から大きく内弯しながら口縁部が若干締まり気味に垂下するもの（第２７図５・６）と、

天井部が丸みをもって口縁部が開きぎみとなるもの（第２７図７・８）に細分し得る。前者はや

や薄手で、天井部の内面が若干内弯ぎみとなる。天井部と口縁部の境には稜状に整形され、沈

線が一周する。口縁端は若干外に張り出し玉縁状となり、内面で削がれて稜を成す。整形は天

井部外面で回転ヘラケズリによる再調整が認められる他は内外面全体にロクロナデが施される。

後者は、口縁部との境界がより中位に近く配置される。この部分の稜および沈線は前者に比べ

て若干シャープさを欠く。口縁端は内面に丸く整形を受け、浅い段がつく。天井部外面での回

転ヘラケズリによる再調整は前者と同様である。焼成はいずれも硬調で、色調は暗青灰色ある

いは青灰色を呈する。このほか坏身あるいは坏蓋の破片と思われるものが３点出土した（第２７

図１３～１５）。
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坏身：今回の調査で出土したものは３点のみである。これらは、法量的に小形で浅身となるも

の（第２７図１・２）と、大振りで深身となるもの（第２７図３）に分けられる。器形は、上方に

引き出される蓋受部と外反ぎみに内傾する口縁部をもち、第２７図３では蓋受部に沈線が巡る。

器面の整形は、外面の底部から体部下半にかけて回転へラケズリが施され、その他の内外面に

はロクロナデ調整が行なわれる。焼成は硬調で、色調はいずれも青灰色を基調とする。

�：ＳＤ２６溝跡より１点が出土した（第２７図１６）。口唇部および底部を欠くが、ほぼ全体が把

握できる。体部中央からやや上部に円孔が穿たれる。器面全体に丁寧なロクロナデが施される

が、装飾はない。

横瓶：少なくとも１個体分が出土している（第２８図３・５・９・１５）。第２８図３は口緑部資料

で、口緑端部を折り曲げて開く形態となる。第２８図５・９・１５の体部破片は、出土地点が散ら

ばっているが、色調、胎土、調整技法から同一個体と考えられる。体部外面には平行タタキと

円弧状のカキメが明瞭に認められれる。

甕：個体数にして数個体分の出土が認められるが、いずれも破片のため全体形を復元し得るも

のは無い。第２８図１・４は大形の形態となるものの口縁部および頸部である。別個体であるが、

外面には櫛描波状文の施文が確認できる。体部資料は大形のものの一部とみられ、調整は外面

平行タタキで内面に同心円、青海波あるいは円弧状のアテ痕を有する。

� 土製品・石製品

小形土器：２点出土している。ＳＧ１から出土した平底で体部が内弯ぎみに直上する坏形を呈

するもの（第１５図１１）と、面整理中に出土した平底でコップ形を呈するもの（第２６図９）があ

る。内外面ともにナデ整形を受ける。

土製紡錘車：ＳＧ１から完形のものが１点出土した（第２９図２８）。断面台形を呈し最大径６１㎜、

厚さ２１㎜、重さ７５．６ｇと大型である。中央には直径５㎜の貫通孔がある。表面はアタリ単位の

大きなヘラミガキによる整形がみられる。

土製支脚：ＳＤ２９から３点（第２９図１～３）、ＳＫ４４（第２９図４）、ＳＫ４５（第２９図５）から各

１点の５点が出土した。大きさは完形のもので１１５～１２４㎜、太さ４２～５２㎜の円筒形で、表面は

ナデ整形されるが、第２９図１は、表面にハケメ調整がなされ、中央に直径５㎜の貫通孔が穿た

れている。

土製玉類：直径２５㎜前後の球形のもの６点（第２９図７～１２）、直径５～１２㎜の小形のもの１４点

（第２９図１３～２６）が出土した。表面はナデ整形と丁寧なミガキが施される。

環状土製品：面整理中に第２９図２７の１点が出土した。

円盤状土製品：須恵器甕体部破片を素材としたものが１点出土した（第２９図６）。

石製紡錘車：滑石製と思われるものが２点（第３０図１・２）出土した。

環状石製品：凝灰岩質の扁平な楕円形の素材を用いたもの（第３０図３）。

管玉：碧玉製と思われる管玉が２点出土した（第３０図４・５）。いずれも完形である。

琥珀玉：ＳＧ１から出土した（第３０図６）。約半分程度の遺存状況で、かなり崩壊が進んでい

るが、もとは棗玉のような形態ではないかと推定される。

砥石：大型の砥石が２点出土した（第３０図７・９）。

カマド構造材：被熱した礫が数点出土した（第３０図８・第３１図）。カマドの部材と思われる。

貫 通 孔

Ⅴ 遺構と遺物
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14.  ST22

2.  ST21

3.  ST21

8.  ST22 
RP44

13.  ST22

第１２図 ＳＴ２１・２２出土土師器

Ⅴ 遺構と遺物
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11.  SG1

第１３図 ＳＧ１出土土師器（１）

Ⅴ 遺構と遺物
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第１４図 ＳＧ１出土土師器（２）

Ⅴ 遺構と遺物

２６



（1：3） 

10cm08.  SG1 
RP13

4.  SG1

2.  SG1

10.  SG1

7.  SG16.  SG1

5.  SG1

3.  SG1

1.  SG1

9.  SG1

11.  SG1

第１５図 ＳＧ１出土土師器（３）

Ⅴ 遺構と遺物
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第１６図 ＳＤ２６出土土師器（１）

Ⅴ 遺構と遺物
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第１７図 ＳＤ２６出土土師器（２）
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第１８図 ＳＤ２６出土土師器（３）

Ⅴ 遺構と遺物

３０



（1：3） 

10cm0

8.  SD26

5.  SD26

4.  SD26

1.  SD26

2.  SD26

6.  SD26

7.  SD26

3.  SD26

11.  SD26

10.  SD26

9.  SD26
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第１９図 ＳＤ２６出土土師器（４）
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第２０図 ＳＤ２９出土土師器
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第２１図 ＳＫ４４出土土師器
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第２２図 ＳＫ４５出土土師器
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第２３図 遺構出土土師器（１）
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第２４図 遺構出土土師器（２）
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第２５図 グリッド出土土師器（１）
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第２６図 グリッド出土土師器（２）
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第２７図 須恵器（１）
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第２８図 須恵器（２）
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第２９図 土製品
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第３０図 石製品（１）
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第３１図 石製品（２）
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表１ 土師器観察表（１）

１２－１１３－１ ＲＰ４ ＳＴ２１１１０－９９ 坏 １６４ ５２ ヨコナデ・ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅦ

１２－２１３－２ ＳＴ２１１１０－１０２ 坏 （１５８） ６０ ６７ ミガキ・ヘラケズ
リ 内黒・ミガキ ＡⅨｃ

１２－３１３－３ ＳＴ２１１１１－９９ 坏 （１６６） ６７ ヨコナデ・ミガ
キ・ハケメ 内黒・ミガキ ＡⅧｂ

１２－４１８－１ ＲＰ８ ＳＴ２１１０８－１０１ 高坏 １６８ ［８３］ 粗いミガキ・ナデ 内黒・ミガキ ＢⅣ 輪積痕、脚
内ナデ

１２－５１８－２ ＲＰ１２ＳＴ２１１１１－１０１ 高坏 １８０ （１０２） ９０ ヨコナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＢⅦａ 脚 内 ハ ケ
メ・ナデ

１２－６ ＳＴ２１１０９－９９ 甕 ［１１０］（８９）［２８］ ハケメ ヘラナデ Ｄ

１２－７ ＳＴ２１１１０－１００ 甕 ［８２］ ６７ ［１８］ ハケメ ナデ・ハケメ Ｄ 底部ハケメ

１２－８１３－４ ＲＰ４４ＳＴ２２１０３－１０１ 坏 １７２ ５７ ヨコナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＡⅥａ

１２－９１３－５ ＳＴ２２１０３－１０２ 坏 １６３ ５７ ヨコナデ・ヘラケ
ズリ 内黒・ミガキ ＡⅦ

１２－１０１３－６ ＳＴ２２１０６－１０１ 坏 （１５３） ８８ ヨコナデ・ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅢｂ ＳＫ６３接合

１２－１１１３－７ ＲＰ１４ＳＴ２２１０３－１０３ 坏 （１５８） ５６ 粗いミガキ・ヘラ
ケズリ 内黒・ミガキ ＡⅦ

１２－１２１８－３ ＳＴ２２１０４－１０５ 高坏 （１７４） ８８ ［９５］ ナデ 内黒・ミガキ ＢⅦｂ 脚内ナデ

１２－１３１９－４ ＳＴ２２１０７－１０３ 高坏 ９４ ［３０］ ナデ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ハケメ

１２－１４ ＳＴ２２１０３－１０２ 壺 ［２８０］ ７４ ［７９］ 粗いミガキ・ハケメ ハケメ ＥⅠ

１３－１１３－８ ＲＰ３４ＳＧ１ ９８－９８ 坏 １５４ ５２ ヨコナデ・ヘラケ
ズリ 内黒・ミガキ ＡⅤ

１３－２１４－１ ＲＰ２６ＳＧ１１００－１０２ 坏 １４５ ５３ 粗いミガキ 内黒・ミガキ ＡⅨａ 内外面火ハネ

１３－３１４－２ ＳＧ１ ９９－１０２ 坏 １５８ ５５ 粗いミガキ・ヘラ
ケズリ 内黒・ミガキ ＡⅦ 内面火ハネ

１３－４１４－３ ＳＧ１１００－１０１ 坏 （１６３） ５４ ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅡａ

１３－５１４－４ ＲＰ３７ＳＧ１ ９６－１０５ 坏 １５９ ５４ ヨコナデ・ヘラケ
ズリ・ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅦ

１３－６ ＳＧ１１０２－９９ 坏 （１５０） ［５４］ ヨコナデ・ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅧａ

１３－７１４－５ ＳＧ１１０１－９９ 坏 １５８ ［４３］ ヨコナデ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅦ 輪積痕

１３－８ ＳＧ１１０２－９９ 坏 （１４０） ［４８］ ヨコナデ・粗いミガキ 内黒・ミガキ ＡⅣ

１３－９１４－６ ＲＰ３１ＳＧ１ ９８－１０３ 坏 １６６ ６１ ヨコナデ・ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅦ 輪積痕

１３－１０ ＳＧ１ ９９－９６ 坏 （１５０） ［３８］ ミガキ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅣ

１３－１１ ＳＧ１ ９８－９９ 坏 （１７０） ［５４］ ヨコナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＡⅦ

１３－１２ ＳＧ１ ９８－１０４ 坏 （１６８） ［５６］ ヨコナデ・粗いミガキ 内黒・ミガキ ＡⅣ 被熱

１３－１３ ＳＧ１１０２－９９ 高坏 （１６０） ［７４］ ヨコナデ・粗いミガキ・ハケメ ミガキ ＢⅣ 脚内ハケメ

１３－１４１８－４ ＲＰ２９ＳＧ１ ９８－１０４ 高坏 １６１ １００ １０８ ヨコナデ・ハケ
メ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＢⅤ 脚 内 ハ ケ

メ・ナデ

１３－１５１８－５ ＲＰ３０ＳＧ１ ９８－１０３ 高坏 （１６６） （８９） ９７ ヨコナデ・ミガ
キ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＢⅤ 脚内ハケメ

１３－１６１８－６ ＲＰ３２ＳＧ１ ９８－１０３ 高坏 １４４ ８６ ９３ ヨコナデ・ヘラケ
ズリ 内黒・ミガキ ＢⅢ 脚内ヘラナ

デ

１３－１７１７－６ ＳＧ１ ９９－１０２ 高坏 （１８０） ［８７］ ミガキ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＢⅦｂ 内外面火ハ
ネ、輪積痕

１３－１８ ＳＧ１ ９９－１０２ 高坏 （１１１）［４１］ ナデ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ナデ

１３－１９ ＳＧ１１０４－９７ 高坏 （９６）［３２］ ヨコナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ハケメ

１３－２０ ＳＧ１ ９８－１０３ 高坏 ［６５］ ［４７］ ナデ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ハケメ

１３－２１１９－３ ＳＧ１１００－１０２ 高坏 １２１ ［９４］ ナデ・ハケメ・ミガキ 内黒・ミガキ ＢⅧ 脚 内 ハ ケ
メ・ナデ

１３－２２１９－５ ＳＧ１ ９８－９９ 高坏 ９６ ［４４］ ヨコナデ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ハケメ

１４－１２２－１ ＲＰ３３ＳＧ１１０１－１００ 甕 １８６ １９５ ［２６４］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅧｂ

輪積痕、体
部下半被熱、
煤付着

１４－２２２－２ ＲＰ３５ＳＧ１ ９８－１０４ 甕 （１６３） ５８ １７０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ ＤⅢｂ

１４－３２４－１ ＳＧ１ ９７－９９ 甕 １８６ ［８０］ ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラナデ ＤⅦ 被熱

１４－４ ＳＧ１ ９９－９７ 甕 （２００）（２２２） ［１５６］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅧｃ 被熱

１４－５ ＳＧ１ ９８－１０３ 甕 （１７０） ［８４］ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ・ハケメ ＤⅡ

１４－６ ＳＧ１ ９８－９８ 甕 （１９６） ［１０７］ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ・ハケメ ＤⅧｂ 被熱

１４－７２４－２ ＳＧ１ ９９－９７ 甕 １２３ １３４ ［８２］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅣｂ 被熱

Ⅴ 遺構と遺物
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表２ 土師器観察表（２）

１５－１ ＳＧ１１０１－９９ 甕 （１３２）［１３８］ ［６２］ ナデ ナデ ＤⅣｂ 炭化物付着

１５－２ ＳＧ１１００－１０２ 壺 （１６８） ［９６］ ミガキ ヘラナデ ＥⅡ

１５－３２７－６ ＳＧ１ ９９－１０２ 甕 ［１７８］ ［７４］ ハケメ ヘラナデ ＤⅥ

１５－４２６－５ ＳＧ１ ９９－９７ 甕 ［１４８］ ６１ ［４７］ ハケメ ヘラナデ・ハケメ Ｄ

１５－５２６－６ ＳＧ１１０１－１００ 甕 ［１６３］ ６６ ［５８］ ハケメ ヘラケズリ Ｄ 底部ハケメ

１５－６ ＳＧ１ ９９－９７ 甕 ［１００］（６４）［２９］ ハケメ ヘラナデ Ｄ 被熱

１５－７２７－１ ＳＧ１ ９９－１０２ 甕 （１１８） ４５ ［６４］ ハケメ ヘラナデ Ｄ

１５－８２２－３ ＲＰ１３ＳＧ１ ９７－９９ 甕 （１８７） ６３ ［２２４］ ハケメ ヘラナデ・ハケメ ＤⅧ

１５－９ ＳＧ１１０１－９９ 甕 ［１１５］ ７０ ［２９］ ナデ・ヘラケズリ ナデ Ｄ

１５－１０２７－２ ＳＧ１ ９８－１０３ 甕 ［９６］ ４３ ［４９］ ハケメ ヘラナデ Ｄ

１５－１１２０－３ ＳＧ１ ９８－９９ 小形 （９０） （６０） ４３ ナデ ナデ

１６－１１４－７ ＲＰ１７ＳＤ２６１１４－１０２ 坏 （１５９） ５７ ヨコナデ・ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅦ

１６－２１４－８ ＲＰ１８ＳＤ２６１１４－１０１ 坏 １５５ ４９ ヨコナデ・粗いミ
ガキ・ヘラケズリ ヨコナデ・ミガキ ＡⅧａ

１６－３１５－１ ＲＰ９ ＳＤ２６１１４－１０２ 坏 １６５ ６４ ヨコナデ・粗いミ
ガキ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅦ

１６－４１５－２ ＳＤ２６１１３－１０３ 坏 １６４ ４９ ヨコナデ・ミガ
キ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅧａ

１６－５１５－３ ＳＤ２６１１５－１０１ 坏 （１１０） ４４ ５７ ヨコナデ・ミガキ 内黒・ナデ・ミガ
キ ＡⅨｂ

１６－６１５－４ ＳＤ２６１１４－１０２ 坏 １５６ ６７ ５２ ヨコナデ・ヘラケ
ズリ・ハケメ 内黒・ミガキ ＡⅨａ

１６－７１５－５ ＳＤ２６１１４－１０２ 坏 （１５６） ５４ ヨコナデ・ハケ
メ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅦ １１２－９８接

合
１６－８ ＳＤ２６１１５－１０１ 坏 （１４０） ［３６］ ヨコナデ・ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅦ

１６－９ ＳＤ２６１１４－１０４ 坏 （１５９） ［５７］ ヨコナデ・粗いミガキ 内黒・ミガキ ＡⅤ

１６－１０１５－６ ＳＤ２６１１８－９９ 高坏 １４９ ［５６］ ハケメ 内黒・ミガキ ＢⅠ

１６－１１１９－１ ＲＰ１９ＳＤ２６１１４－１０１ 高坏 （１３７） １４１ ９７ １０９ ミガキ・ヘラケズ
リ 内黒・ミガキ ＢⅥ 脚内ヘラナ

デ

１６－１２１９－２ ＳＤ２６１１４－１０３ 高坏 （１６１） （８９） ７４ ヨコナデ・ヘラケ
ズリ 内黒・ミガキ ＢⅦａ 脚 内 ハ ケ

メ・ナデ
１６－１３１７－７ ＲＰ１７ＳＤ２６１１４－１０２ 高坏 １５５ ［６７］ ハケメ 内黒・ミガキ ＢⅠ 脚内ハケメ

１６－１４ ＳＤ２６１１４－１０１ 高坏 （１１０）［４１］ ヘラケズリ・ハケメ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ハケメ

１６－１５ ＳＤ２６１１４－１０４ 高坏 （２３４） ［８７］ ミガキ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＢⅦｃ

１６－１６ ＳＤ２６１１４－１０３ 高坏 ［８５］ ［４４］ 粗いミガキ・ナデ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ハケメ

１６－１７１９－６ ＳＤ２６１１５－１０１ 高坏 １１０ ［２０］ ナデ ナデ ＢⅨ

１６－１８ ＳＤ２６１１４－１０４ 高坏 （９８）［３６］ ハケメ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ハケメ

１７－１２２－４ ＳＤ２６１１７－１００ 甕 （１８３） １８５ ［２４５］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケ
メ・ヘラナデ ＤⅧｃ 煤付着

１７－２２６－４ ＳＤ２６１１５－１０１ 甕 ２３０ ７０ ［２４７］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅧ 体部下半被

熱、煤付着

１７－３２３－１ ＳＤ２６１１４－１０３ 甕 （２１０） ２４４ ［３０６］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケ
メ・ヘラナデ ＤⅧｂ 輪積痕、被

熱

１７－４２４－３ ＳＤ２６１１５－１０１ 甕 １８５ ［１４３］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅥ

１７－５２４－４ ＲＰ１０ＳＤ２６１１４－１０２ 甕 １６３ １９２ ［１４６］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅧｃ 被熱、煤付

着
１８－１ ＳＤ２６１１５－１０１ 壺 ［１６４］（６１）［８８］ ミガキ・ハケメ ヘラナデ・ハケメ ＥⅡ 底部ハケメ

１８－２ ＳＤ２６１１５－１０１ 甕 （１８０）（２００） ［１６２］ ナデ・ハケメ ヘラナデ・ハケメ ＤⅥ

１８－３２８－１ ＳＤ２６１１７－１００ 甕 ［１７８］ ［１０５］ ハケメ ヘラナデ・ハケメ ＤⅥ

１８－４２４－５ ＳＤ２６１１４－１０４ 甕 （１２０） １５１ ［１４８］ ヨコナデ・ハケメ ナデ・ハケメ ＤⅢａ 被熱

１８－５２７－３ ＳＤ２６１１４－１０４ 甕 （２２４） ７６ ［１５３］ ハケメ ハケメ ＤⅨ 被熱

１８－６ ＳＤ２６１１４－１０１ 甕 （１６６） ［１４３］ ハケメ ハケメ ＤⅤ 被熱

１８－７ ＳＤ２６１１８－９９ 甕 （１８３）［２０５］ ［９９］ ハケメ ヘラナデ ＤⅧａ

１８－８ ＳＤ２６１１４－１０１ 甕 （１８１） ［７３］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅧｂ 被熱

１９－１２４－６ ＳＤ２６１１５－１０１ 甕 （２０２）［２０６］ ［９１］ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ・ハケメ ＤⅧｂ 被熱

１９－２２５－１ ＳＤ２６１１５－１０１ 甕 （１８０） ［８０］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ ＤⅡ 被熱

１９－３ ＳＤ２６１１５－１０１ 甕 （１３０）［１４４］ ［７１］ ヨコナデ・ハケメ ナデ・ハケメ ＤⅣａ

１９－４２８－４ ＳＤ２６１１５－１０１ 鉢 １１６ ３８ １１６ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ ＣⅢ 被熱

Ⅴ 遺構と遺物

４５



表３ 土師器観察表（３）

１９－５ ＳＤ２６１１７－１００ 甕 ［１１４］ ５０ ［３７］ ハケメ ヘラナデ・ハケメ Ｄ 被熱

１９－６ ＳＤ２６１１５－１０１ 甕 （１５２） ５２ ［１４１］ ハケメ ヘラナデ ＤⅢ

１９－７ ＳＤ２６１１４－１０４ 甕 ［８６］ ５３ ［１９］ ハケメ ヘラナデ Ｄ 底部笹圧痕

１９－８ ＳＤ２６１１４－１０２ 甕 ［９４］ ６２ ［１９］ ハケメ ナデ Ｄ 被熱

１９－９ ＳＤ２６１１６－１０１ 甕 ［１１６］ ５７ ［３６］ ハケメ ヘラナデ Ｄ 底部ハケメ

１９－１０２５－２ ＳＤ２６１１５－１０１ 甕 １５６ ［５１］ ヨコナデ ヨコナデ Ｄ 被熱

１９－１１ ＳＤ２６１１５－１０１ 甕 ［８４］ ７３ ［２６］ ナデ ハケメ Ｄ

１９－１２２７－４ ＳＤ２６１１４－１０２ 甕 ［１１８］ ６０ ［３６］ ハケメ ハケメ Ｄ

１９－１３ ＳＤ２６１１４－１０４ 甕 ［１１４］ ４８ ［３５］ ハケメ ヘラナデ Ｄ 底部笹圧痕

２０－１１５－７ ＲＰ１１ＳＤ２９１１３－１０５ 坏 （１５５） ［５１］ ヨコナデ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅦ 輪積痕

２０－２１５－８ ＲＰ２３ＳＤ２９１１４－１０６ 坏 １６０ ５５ ヨコナデ・ミガ
キ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅦ １１６－１０６接

合、輪積痕
２０－３１６－１ ＳＤ２９１１４－１０６ 坏 （１７８） ５８ ヨコナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＡⅦ ＳＴ２１接合

２０－４１６－２ ＳＤ２９１１４－１０５ 坏 １５２ ５７ ヨコナデ・粗いミ
ガキ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅦ

２０－５１６－３ ＲＰ１１ＳＤ２９１１３－１０５ 坏 （１５０） ５１ ミガキ・ヘラケズ
リ 内黒・ミガキ ＡⅡａ

２０－６ ＳＤ２９１１４－１０６ 坏 （１５０） ［５４］ ナデ 内黒・ミガキ ＡⅣ

２０－７２５－３ ＳＤ２９１１４－１０６ 甕 （１５６） ［１０５］ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ・ハケメ ＤⅡ 被熱、煤付
着

２０－８２５－４ ＳＤ２９１１４－１０６ 甕 １８４ ［２１７］ ［８４］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅨ 被熱

２０－９ ＳＤ２９１１４－１０６ 甕 （１９３） ［８３］ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ ＤⅤ 被熱、煤付
着

２０－１０ ＳＤ２９１１４－１０６ 甕 （１９６） ［６６］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅧｂ 被熱

２０－１１ ＳＤ２９１１４－１０６ 甕 （１９６） ［７３］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅧｃ 被熱

２０－１２ ＳＤ２９１１３－１０４ 甕 ［２２３］ ［７０］ ハケメ ヨコナデ・ハケメ ＤⅨ 被熱

２０－１３ ＳＤ２９１１４－１０６ 甕 ［６８］ ４４ ［１５］ ハケメ ハケメ Ｄ

２０－１４ ＳＤ２９１１４－１０６ 壺 ［１０６］ ６６ ［３１］ ナデ 粗いミガキ ＥⅡ

２０－１５ ＳＤ２９１１３－１０５ 甕 ［６２］ ５０ ［２７］ ナデ ナデ Ｄ 被熱

２０－１６ ＳＤ２９１１４－１０６ 甕 ［１０４］ ７６ ［２２］ ハケメ ナデ Ｄ

２１－１１６－４ ＲＰ４２ＳＫ４４１１０－１０５ 坏 （１６０） ５４ ヨコナデ・粗いミ
ガキ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅦ

２１－２ ＳＫ４４１１１－１０４ 坏 （１６９） ［５８］ ミガキ ミガキ ＡⅧｂ 被熱、ＳＫ
４５接合

２１－３ ＳＫ４４１１１－１０５ 坏 （１６０） ［５４］ ヨコナデ・ミガキ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅣ 輪積痕

２１－４１９－７ ＳＫ４４１１０－１０４ 高坏 ［６５］ ［５０］ ナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ハケメ

２１－５ ＲＰ４２ＳＫ４４１１０－１０５ 高坏 ［１００］ ［４８］ ハケメ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ハケメ

２１－６ ＳＫ４４１１０－１０４ 甕 （１９１）［２１４］ ［６８］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅨ 被熱

２１－７２５－５ ＳＫ４４１１１－１０４ 甕 １７７ ［１８６］ ［１０２］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅥ 被熱

２１－８ ＳＫ４４１１１－１０４ 甕 （１４６） ［７８］ ヨコナデ・ハケメ ナデ ＤⅢｂ 被熱

２１－９２５－６ ＳＫ４４１１１－１０４ 甕 １７９ ［２００］ ［８７］ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ・ハケメ ＤⅨ

２１－１０２３－２ ＳＫ４４１１１－１０４ 甕 （１７３）（２１５） ５８ （２２８） ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ ＤⅦ 写真図版下
半部、被熱

２１－１１ ＳＫ４４１１１－１０４ 甕 （１６０） ［１３５］ ハケメ ハケメ ＤⅣｂ ＳＫ４５接合

２２－１ ＳＫ４５１１０－１０５ 坏 （１９０） ６６ ヨコナデ・ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅦ

２２－２１６－５ ＳＫ４５１０９－１０４ 坏 （１２５）（１２７）（４８）［６２］ ミガキ・ヘラケズリ ミガキ ＡⅠ

２２－３ ＳＫ４５１０９－１０４ 坏 ［１３０］ ［３３］ 粗いミガキ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ Ａ

２２－４１７－８ ＳＫ４５１０９－１０４ 高坏 １７８ ［７３］ ヨコナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＢⅦａ
ＳＫ３５・ＳＤ
２６接合、脚
内ヘラナデ

２２－５１６－６ ＳＫ４５１１０－１０４ 坏 ［１５６］ ［５１］ ミガキ・ハケメ 内黒・ミガキ ＡⅢａ

２２－６ ＳＫ４５１１０－１０４ 坏 ［９４］ ６０ ［２４］ ナデ 内黒・ミガキ ＡⅨ

２２－７２１－１ ＳＫ４５１１０－１０４ 甕 １４３ １８８ ５４ ２３０ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅦ

２２－８ ＳＫ４５１１０－１０４ 壺 （１６０）［１７０］ ［５９］ ヨコナデ・ミガキ ヨコナデ・ハケメ ＥⅠ ＳＫ４４接合

Ⅴ 遺構と遺物

４６



表４ 土師器観察表（４）

２２－９ ＳＫ４５１１０－１０４ 鉢 （１３７） ［７３］ ハケメ ヨコナデ・粗いミ
ガキ ＣⅠｂ

２２－１０ ＳＫ４５１０９－１０４ 甕 （１９８）（２６０） ［１３１］ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ ＤⅧａ 被熱

２３－１２３－３ ＳＤ７２１０９－１０５ 甕 ２１９ ２２２ ５０ ２８１ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケ
メ・ヘラナデ ＤⅧｂ

底部ハケメ、
体部下半被
熱、煤付着

２３－２１６－７ ＳＤ７２１０９－１０５ 坏 １７０ ［６０］ ヨコナデ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅥａ

２３－３１６－８ ＳＤ７２１０９－１０５ 坏 （１４０） （４５） ６６ ヨコナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＡⅨｂ 底部ハケメ

２３－４ ＳＤ７２１０９－１０５ 坏 （１４４） ［４９］ ヨコナデ・ミガキ・ヘラケズリ 内黒・ミガキ ＡⅧａ

２３－５ ＳＤ７２１０９－１０５ 坏 （１４４） ［３３］ ナデ ミガキ ＡⅡｂ

２３－６ ＳＤ４３１１０－１０６ 坏 （１６２） ４８ ヨコナデ・ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅣ 籾痕

２３－７ ＳＤ４３１１０－１０６ 甕 ［９８］ ５６ ［２５］ ハケメ ヘラナデ Ｄ

２３－８ ＳＫ３５１１４－１００ 坏 （１５０） ［４９］ ヨコナデ・粗いミガキ 内黒・ミガキ ＡⅢａ

２３－９１７－１ ＳＫ３５１１３－１００ 坏 （１２８）（１３７） ［６２］ ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅥｂ

２３－１０２３－４ ＳＫ３５１１４－１００ 甕 １５０ １６０ ［１５８］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケ
メ・ヘラケズリ ＤⅢｂ 体部下半被

熱、煤付着
２３－１１ ＳＫ３６１１８－１０４ 鉢 （１２２） ５８ （８７） ヨコナデ・ハケメ ヘラケズリ・ナデ ＣⅠａ 被熱

２３－１２ ＳＫ３６１１８－１０４ 鉢 （８６） ［７１］ ナデ ハケメ ＣⅡ 被熱

２４－１ ＳＤ１５１１６－９８ 坏 （１５５） ［５６］ ヨコナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＡⅥａ

２４－２ ＳＤ８１１７－９８ 高坏 ［７２］ ［３６］ ナデ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ハケメ

２４－３１７－２ ＲＰ１５ＳＤ１５１１６－９８ 坏 １６３ ５２ ヨコナデ・粗いミ
ガキ 内黒・ミガキ ＡⅧａ 輪積痕

２４－４ ＳＤ２４１１８－１０６ 高坏 （７３）［２９］ ナデ 坏身：ナデ ＢⅨ 脚内ハケメ

２４－５２８－２ ＳＤ２７１１７－１０１ 甕 １８０ ［１０４］ ハケメ ヘラナデ ＤⅥ 被熱

２４－６１７－３ ＳＤ３１１１７－１０５ 坏 １５６ ［５８］ ヨコナデ・粗いミガキ 内黒・ミガキ ＡⅦ

２４－７ ＳＫ４０１１４－１００ 坏 （１６０） ［４３］ ヨコナデ・ミガキ 内黒・ミガキ ＡⅡｂ

２４－８１７－４ ＳＫ５０１０８－１０６ 坏 （１６１） ６０ ヨコナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＡⅥａ

２４－９ ＳＫ５０１０８－１０５ 高坏 （１６０） ［５５］ ナデ 内黒・ミガキ ＢⅡ 被熱

２４－１０ ＳＰ５３１１４－１０５ 甕 （２３０） ［１３８］ ハケメ ハケメ ＤⅧｂ

２４－１１２６－１ ＳＫ５１１０７－１０５ 甕 （１９３）（２０２） ［１２５］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅧｂ

２４－１２２７－５ ＳＫ６３１０６－１００ 甕 ［２０６］ ７２ ［５９］ ハケメ ヘラナデ ＤⅨ

２４－１３ ＳＫ６３１０５－１００ 甕 ［９８］（５９）［２９］ ハケメ ナデ Ｄ

２５－１ １１４－９８ 坏 （１９２） ［６０］ ヨコナデ・ハケメ 内黒・ミガキ ＡⅨｃ １１５－９８接合

２５－２１７－５ １１３－９８ 坏 （１６１） ６２ ヨコナデ・粗いミ
ガキ 内黒・ミガキ ＡⅦ

２５－３ １０２－１０１ 高坏 ［７２］ ［４７］ ナデ 内黒・ナデ ＢⅨ 脚内ハケメ

２５－４２０－１ １１３－９８ 高坏 ８２ ［３６］ ナデ 内黒・ミガキ ＢⅨ 脚内ナデ

２５－５２０－２ １０９－１０６ 高坏 （１００）［３３］ ナデ・ハケメ ＢⅨ 脚内ハケメ

２５－６２６－２ １０２－１０１ 甕 ２０９ ［１２５］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅧｃ 被熱

２５－７ １０３－１０５ 甕 （２００）［２２０］ ［１１４］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅨ

２５－８２６－３ １０２－１０１ 甕 １５２ ［１０７］ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ ＤⅠ ＳＫ４４接合、
被熱

２５－９ Ｘ－ ０ 甕 （１９０）［２４７］ ［１２６］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナ
デ ＤⅧａ 被熱

２５－１０ Ｘ－ ０ 甕 （１７２）［１８４］ ［９２］ ヨコナデ・ハケメ ナデ ＤⅤ 被熱

２６－１２８－３ ＲＰ３ １１３－９８ 壺 ２９５ ７８ ［２８０］ ヨコナデ・ハケメ 粗いミガキ ＥⅠ

２６－２２８－６ １０２－１０１ 壺 ［１１１］ ４０ ［６０］ ナデ ナデ ＥⅡ

２６－３ Ｘ－ ０ 甕 ［１０４］ ７６ ［２３］ ハケメ ハケメ Ｄ 底部ハケメ

２６－４２８－５ Ｘ－ ０ 鉢 １００ ３８ ８６ ヘラケズリ ヘラナデ・ハケメ ＣⅠａ 被熱

２６－５ １１４－１００ 甕 ［８３］ ５６ ［２９］ ハケメ ハケメ Ｄ 被熱

２６－６ Ｘ－ ０ 甕 ［９２］ ７４ ［２３］ ハケメ ナデ・ハケメ Ｄ 被熱、底部
繊維圧痕

２６－７ Ｘ－ ０ 甕 （１５０）［１７６］ ［８５］ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ ＤⅧａ

２６－８ １１５－１０４ 甕 ［１０６］ ４２ ［３８］ ハケメ ヘラナデ・ハケメ Ｄ

２６－９ Ｘ－ ０ 小形 ［５３］（３４）［３０］ ナデ ナデ

Ⅴ 遺構と遺物

４７



表５ 須恵器観察表

２７－１ ＳＴ２１１１１－１０１ 坏 （１２９）（１６０） ３８ ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ

２７－２ ＳＧ１１０２－９９ 坏 （１２０）（１４９） ４０ ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ

２７－３２０－４ ＲＰ４３ＳＧ１ ９８－１０３ 坏 １４８ １７５ １２５ ４６ ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ

２７－４ ＳＴ２１１１１－１０１ 蓋 ［１５９］ ［２８］ ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ

２７－５ ＳＧ１ ９９－１０３ 蓋 （１３６） ［３９］ ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ

２７－６ ＳＧ１ ９９－９７ 蓋 （１７１） ［４７］ ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ

２７－７ ＳＫ４４１１１－１０４ 蓋 （１３８） ［３９］ ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ

２７－８２０－６ ＳＤ４３１１０－１０５ 蓋 （１４８） ［４６］ ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ ＳＧ１接合

２７－９ ＳＫ４５１０９－１０４ 蓋 ［２５］ ロクロナデ ロクロナデ

２７－１０ ＳＫ４５１０９－１０４ 蓋 ［２６］ ロクロナデ ロクロナデ

２７－１１ １０３－１０５ 蓋 ［３７］ ロクロナデ ロクロナデ

２７－１２ １１４－９８ 蓋 ［３０］ ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ

２７－１３ ＳＧ１ ９７－１０４ 蓋 ヘラケズリ ロクロナデ

２７－１４ ＳＤ３４１０４－１００ 蓋 ヘラケズリ ロクロナデ

２７－１５ Ｘ－ ０ 蓋 ヘラケズリ ロクロナデ

２７－１６２０－５ ＲＰ２５ＳＤ２６１１４－１０１ � ［１０８］ ［１１６］ ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ

２８－１ ＳＴ２１１０９－１０１ 甕 ロクロナデ・櫛描波状文 ロクロナデ

２８－２ ＳＫ４４１１１－１０４ 壺 ［４１］ ロクロナデ ロクロナデ

２８－３ Ｘ－ ０ 横瓶 ［１５］ ロクロナデ ロクロナデ

２８－４ ＲＰ２７ＳＧ１１００－１０２ 甕 ロクロナデ・櫛描波状文 ロクロナデ

２８－５ ＳＴ２１１１１－１０１ 横瓶 平行タタキ・カキ目 青海波アテ

２８－６ ＳＧ１１０１－１０２ 甕 平行タタキ 青海波アテ

２８－７ ＳＧ１ ９７－１０４ 甕 平行タタキ 青海波アテ

２８－８ ＳＤ２９１１３－１０４ 甕 平行タタキ 青海波アテ

２８－９ ＳＤ２６１１５－１００ 横瓶 平行タタキ・カキ目 青海波アテ

２８－１０ ＳＧ１１０１－１０２ 甕 平行タタキ 青海波アテ

２８－１１ ＳＫ３５１１４－１００ 甕 平行タタキ 青海波アテ

２８－１２ ＳＫ３５１１４－１００ 甕 平行タタキ 青海波アテ

２８－１３ ＳＫ３５１１４－１００ 甕 平行タタキ 青海波アテ ＳＤ２６接合

２８－１４ ＳＫ３５１１４－１００ 甕 平行タタキ 青海波アテ

２８－１５ ＳＤ２７１１７－１０１ 横瓶 平行タタキ・カキ目 青海波アテ

２８－１６ Ｘ－ ０ 甕 平行タタキ 青海波アテ

２８－１７２０－７ ＲＰ１ １１６－１０１ 坏 １３１ １３１ ８３ ３５ ロクロナデ ロクロナデ
底部切離し
回転ヘラ切
り

２８－１８ １１３－９８ 甕 平行タタキ 青海波アテ

２８－１９ Ｘ－ ０ 壺 ロクロナデ 青海波アテ

Ⅴ 遺構と遺物

４８



表６ 土製品・石製品観察表

２９－１２９－３１ＲＰ１６ＳＤ２９１１４－１０６ 土製品 支脚 １２４ ４７ ３３９．３ ハケメ 中央に貫通
孔

２９－２２９－３０ＲＰ４７ＳＤ２９１１４－１０６ 土製品 支脚 ［９８］ ４４ ［１８０．５］ ナデ 中空

２９－３２９－２９ＲＰ２１ＳＤ２９１１４－１０６ 土製品 支脚 ［９８］ ４４ ［１５８．９］ ナデ

２９－４２９－２７ＲＰ４１ＳＫ４４１１１－１０４ 土製品 支脚 ［９４］ ４２ ［１６０．２］ ナデ

２９－５２９－２８ＲＰ２２ＳＫ４５１１０－１０４ 土製品 支脚 １１５ ５２ ３０６．６ ナデ

２９－６ １１２－９８ 土製品 円盤 ９ ５０ 平行タタキ 青海波アテ 須恵器素材

２９－７２９－４ ＲＰ３６ＳＧ１ ９６－１０５ 土製品 玉 １９ ２５ ９．９ ナデ

２９－８２９－６ ＲＰ３８ＳＧ１ ９６－１０５ 土製品 玉 ２０ ２４ ８．９ ナデ

２９－９２９－５ ＲＰ３９ＳＧ１ ９６－１０５ 土製品 玉 １８ ２２ ７．４ ナデ

２９－１０２９－１ ＲＰ４５ＳＧ１ ９９－１０３ 土製品 玉 ２２ ２５ １０．４ ナデ

２９－１１２９－２ ＲＰ４６ＳＧ１ ９６－１０５ 土製品 玉 ２５ ２５ １０．４ ナデ

２９－１２２９－３ ＲＰ６ ９１－９６ 土製品 玉 ２０ ２３ ８．９ ナデ

２９－１３２９－１２ＲＰ５１ＳＧ１ ９８－９９ 土製品 玉 ５ ５ ０．１ ナデ

２９－１４２９－１４ＲＰ５２ＳＧ１ ９８－９９ 土製品 玉 ５ ８ ０．４ ナデ・ミガキ

２９－１５２９－１０ ＳＤ１４１１７－１０７ 土製品 玉 ８ ９ ０．６ ナデ

２９－１６２９－９ ＳＤ１４１１７－１０７ 土製品 玉 ５ ６ ０．３ ナデ

２９－１７ ＳＤ２６１１５－１０１ 土製品 玉 ７ （１１） ［ ０．６］ ナデ

２９－１８２９－１１ ＳＫ３５１１３－１００ 土製品 玉 １１ １４ １．６ ナデ・ミガキ

２９－１９２９－７ ＳＤ４３１１０－１０５ 土製品 玉 ７ １０ ０．８ ナデ・ミガキ

２９－２０２９－８ ＳＫ４４１１０－１０５ 土製品 玉 ８ １０ ０．９ ナデ・ミガキ

２９－２１２９－１３ ＳＫ４４１１０－１０５ 土製品 玉 ７ ９ ０．４ ナデ・ミガキ

２９－２２２９－１９ ＳＤ７２１０９－１０５ 土製品 玉 ９ １２ １．１ ナデ

２９－２３２９－１６ １１５－１０３ 土製品 玉 ６ ７ ０．３ ナデ・ミガキ

２９－２４２９－１５ １１９－１０６ 土製品 玉 ６ ９ ０．６ ナデ・ミガキ

２９－２５２９－１８ １１０－１０６ 土製品 玉 ７ ９ ０．６ ナデ・ミガキ

２９－２６２９－１７ １１０－１０６ 土製品 玉 ７ ８ ０．６ ナデ・ミガキ

２９－２７２９－２５ Ｘ－ ０ 土製品 環 ９ ２７ ５．４ ナデ

２９－２８２９－２４ＲＰ５ ＳＧ１ １００－９７ 土製品 紡錘車 ２１ ６１ ７５．６ 粗いミガキ

３０－１２９－２２ ＳＴ２１ １１０－９９ 石製品 紡錘車 １５ ４２ ［ ２０．０］ 研磨

３０－２２９－２３ Ｘ－ ０ 石製品 紡錘車 １６ （４６） ［ １３．５］ 研磨

３０－３２９－２６ＲＱ４０ＳＧ１ ９９－１０２ 石製品 玉 １３ ３８ １３．９ 研磨 凝灰岩質

３０－４２９－２０ＲＱ２０ＳＤ２３１１８－１０６ 石製品 管玉 ２８ ９ ４．３ 研磨

３０－５２９－２１ＲＱ４９ＳＫ４５１１０－１０５ 石製品 管玉 ２１ ７ １．６ 研磨

３０－６ 巻頭写真２ ＲＱ２８ＳＧ１ ９７－１０４ 石製品 玉 ［１４］ １４ ［ ２．１］ 琥珀製

３０－７ ＳＴ２１１１１－９９ 石製品 砥石 １１１ ８３ ７７ ９７０．８ 砥面５面

３０－８ ＳＧ１ ９９－１０１ 石製品 カマド部材 ［１１２］［１０７］［７５］［１２５８．５］ 被熱

３０－９ ＳＧ１１０３－９８ 石製品 砥石 ［９５］［８９］［６９］［８４４ ］ 砥面１面

３１－１ ＳＴ２１ 石製品 カマド部材 １７０ ６１ ４０ ６９１．８ 被熱

３１－２ ＳＧ１ ９９－９７ 石製品 カマド部材 ［１２０］［１０８］［８０］［１３５１．６］ 被熱

３１－３ ＳＤ２６１１５－１０１ 石製品 カマド部材 ［１０１］［６５］［７５］［７６１．３］ 被熱

３１－４ ＳＤ２６１１５－１０１ 石製品 カマド部材 ［１３８］［６９］［５６］［７４１．５］ 被熱

３１－５ ＳＫ４４１１０－１０４ 石製品 カマド部材 １７２ ８１ ５７ １１７９．１ 被熱

３１－６ ＳＫ５１１０８－１０５ 石製品 カマド部材 ［１３０］ ５２ ５２ ４８４．９ 被熱
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Ⅵ 自然科学的分析

１ 花粉化石

� はじめに 鈴木 茂（パレオ・ラボ）

山形県鶴岡市大字矢馳に所在する助作遺跡において古墳時代の遺構・遺物が検出されている。

これら遺構・遺物より採取された土壌試料について行った花粉分析結果を以下に示し、遺跡周

辺の古植生について検討した。

� 試料と方法

試料は遺物集中部ＳＧ１より採取された５試料と自然流路ＳＤ２６の２試料、遺物№７および

№５０と採取地点不明１試料の計１０試料である。各試料について、試料１（ＳＧ１：９７－１０５）

は炭片直下の炭化物混じりの灰色砂質シルト、試料２（ＳＧ１：９８－１０３）は暗灰色の砂質シ

ルト、試料３（ＲＷ７：９９－９８）および試料４（採取地不明：１００－１０１）は炭化物が少し混じ

る灰色粘土質シルトである。試料５（ＳＧ１：１００－１０１）は炭片直下の灰色粘土質シルト、試

料６（ＳＧ１：１０１－１０８）は炭化物混じりの灰色粘土質シルト、試料７（ＳＧ１：１０２－９７）

は炭片直下の灰色粘土質シルトで、褐色の酸化鉄が根状に集積している。試料８（ＲＷ５０）は

シルト混じりの灰白色細砂、試料９（ＳＤ２６：１１７－１００）は炭片混じりの黒褐色粘土質シルト、

試料１０（ＳＤ２６：１１７－１００）は炭片混じりの褐色を帯びた黒灰色粘土質シルト（やや砂質）で、

ヨシと思われる根が観察される。またＳＧ１とＲＷ５０において年代測定が行われており、それ

ぞれ補正年代１，５８０±３０yrs BP と１，６３５±３０yrs BP が得られている。花粉分析はこれら１０試料

について以下のような手順にしたがって行った。

試料（湿重約４～５ｇ）を遠沈管にとり、１０％の水酸化カリウム溶液を加え２０分間湯煎する。

水洗後、０．５㎜目の篩にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次

に４６％のフッ化水素酸溶液を加え２０分間放置する。水洗後、比重分離（比重２．１に調整した臭

化亜鉛溶液を加え遠心分離）を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、

続けてアセトリシス処理（無水酢酸９：１濃硫酸の割合の混酸を加え３分間湯煎）を行う。水

洗後、残渣にグリセリンを加え保存用とする。検鏡はこの残渣より適宜プレパラ－トを作成し

て行い、その際サフラニンにて染色を施した。

� 結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉３６、草本花粉２１、形態分類を含むシダ植物胞子４

の計６１である。これら花粉・胞子の一覧を第３２図に、またそれらの分布を第３３図に示したが、

試料１と９については得られた花粉化石数が非常に少なく分布図としては示せなかった。なお

分布図について、樹木花粉は樹木花粉総数を、草本花粉・シダ植物は全花粉胞子総数を基数と

して百分率で示してある。また、図および表においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群

間の区別が困難なものを示し、クワ科・バラ科・マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものと

があるが、各々に分けることが困難なため便宜的に草本花粉に一括していれてある。
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検鏡の結果、樹木類で最も多く検出されたのはハンノキ属で、多くの試料で４０％前後の出現

率を示している。ついでコナラ属コナラ亜属が多く、出現率は１５％前後である。ブナは１０％前

後，スギは試料№２，８，１０で１０％を越えており、トチノキ属も試料８では１０％を越えるが多

くは５％以下である。その他クマシデ属－アサダ属，クリ属，ニレ属－ケヤキ属，カエデ属な

どが５％前後の出現率を示している。草本類ではイネ科が試料２と８で突出した出現を示し、

試料№１０でも２０％を越えているが、他はやっと１％を越えた程度である。アカザ科－ヒユ科や

ヨモギ属もイネ科と似たような産出傾向を示しており、アカザ科－ヒユ科は試料№６で、ヨモ

ギ属は試料№１０でやや突出した出現率を示しているが、他は１％前後である。またシダ類胞子

が試料№３～７と１０で２０～３０％と高い出現率を示している。

２ 炭化材の樹種同定

� はじめに 植田弥生（パレオ・ラボ）

ここでは、古墳時代の遺構から出土した炭化材６０点の樹種同定結果を報告する。遺構と調査

点数は、溝跡（ＳＤ２６・ＳＤ２９）各１５点合計３０点、河川跡（ＳＧ１）２７点、土抗（ＳＫ３６・Ｓ

Ｋ６５）各１点合計２点、竪穴住居跡（ＳＴ２１）１点である。

出土炭化材の樹種を明らかにすることは、古墳時代の遺跡周辺にはどのような樹種が生育し

ていたのか、森林の様相を知る参考資料となる。また、遺構ごとの検出樹種構成の比較からは、

炭化材が各遺構で堆積または埋積した過程を推測する参考資料となり、古墳時代の樹種利用や

遺跡と森林との関りを知る参考にもなる。

� 試料と方法

同定は、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の３方向（横断面・

接線断面・放射断面）の断面を作成し、走査電子顕微鏡で拡大した材組織を観察した。走査電

子顕微鏡用の試料は、３断面を５㎜角以下の大きさに整え、直径１㎝の真鍮製試料台に両面テー

プで固定し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子㈱製 ＪＳ

Ｍ－Ｔ１００型）で観察と写真撮影を行った。

同定した炭化材の残り破片は、山形県埋蔵文化財センターに保管されている。

� 結果

同定結果の一覧を第３４図に示し、第３５図では各遺構から出土した樹種をまとめて配列し樹種

構成を比較した。

炭化材形状

炭化材は、№１３・１４・１８・１９・２０・２１・２３は直径２㎝前後の芯持ち丸木であったが、それ以

外は一辺が２㎝前後の破片であった。破片は、丸みを帯びたものが多く、水流で運搬されて堆

積した可能性があるかも知れない。

検出樹種

試料６０点からは、１８分類群が検出された。検出された樹種は点数が多い順から、トネリコ属・

カエデ属（各７点）、ブナ属・コナラ節（各６点）、ヤナギ属・マツ属単維管束亜属・ハンノキ

亜属（各５点）、ヤシャブシ亜属（４点）、イヌシデ節・クリ・ケヤキ・エゴノキ属・イヌエン

ジュ（各２点）、フサザクラ・ツツジ科・タラノキ・イワガラミ・アカメガシワ（各１点）で
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ある。針葉樹はマツ属単維管束亜属だけであり、ツツジ科は常緑性低木の広葉樹で、それ以外

はすべて落葉広葉樹の高木となる樹種であった。

遺構ごとの検出樹種比較

溝跡ＳＤ２６（１５点）とＳＤ２９（１５点）からは、共に８分類群が検出され、そのうちの５分類

群（カエデ属・ブナ属・ヤナギ属・ヤシャブシ亜属・イヌシデ節）は共通して検出された。従っ

てこのふたつの溝から出土した炭化材樹種は、共通性が高かった。相違点としては、ＳＤ２６か

ら最も多く検出されたコナラ節が、ＳＤ２９からは検出されず、逆にＳＤ２９で最も多く検出され

たマツ属単維管束亜属はＳＤ２６からは検出されなかった。

河道跡ＳＧ１（２７点）からは、１２分類群が検出され、そのうち約半数の７分類群（カエデ属・

ブナ属・ヤナギ属・ヤシャブシ亜属・ハンノキ亜属・コナラ節・マツ属単維管束亜属）は溝跡

からも検出されている。しかし、最も多く検出されたトネリコ属は溝跡からは検出されていな

い。また、直径２㎝前後の芯持ち丸木の細い枝材（№１３・１４・１８・１９・２０・２１・２３）は、河道

跡の炭化材にのみ認められた。芯持ち丸木の枝材の樹種は、エゴノキ属・ツツジ科・ブナ属・

アカメガシワ・トネリコ属であった。

土抗（ＳＤ２６・２９）２点からはイヌエンジュ、竪穴住居跡（ＳＴ２１）からはタラノキが検出

された。土抗と竪穴住居跡の樹種は、溝跡や河道跡の炭化材とは異なる樹種であった。

考古学からの考察 小林 啓

今年度の発掘調査では、竪穴住居、河川跡、溝跡、土坑が検出された。これら遺構別の詳細

な解釈については第Ⅲ章を参照とし、本章では調査結果から推測される遺構の性格や立地的な

特長について、上記の花粉分析・炭化材の樹種同定の結果とあわせ若干の考察を行う。

河川跡は川幅１０ｍほどで、中央部にて二又に分かれる形状で検出された。発掘調査の結果、

これら二又の河川は同時期に存在していたものではなく、河川の流路変更により現在の様な二

又の形状になったと考えられる。また、河川跡の西岸、遺構外となる調査区の西側にも、少量

であるが点々と遺物が散在していることから、この河川が流路変更などの氾濫に伴い、周辺に

遺物や土砂を押し流していたものと考えられる。調査区の東側に集中するＳＤ２６・２９などの溝

跡も、このような河川の氾濫や流路変更による流れ込み遺構であろう。遺構の形状が不鮮明で

全体として明瞭な形状を成さないこと、遺物が点々と帯状に出土すること、溝跡の覆土が凹レ

ンズ状に堆積している状況などからも、これらが人為的に掘り込まれたものでなく自然に作り

出された遺構であることを裏付けている。竪穴住居（ＳＴ２１・２２）は、河川跡に沿うような形

で２棟並んで検出された。竪穴およびその周囲にはＳＤ２６・２９のような大きな流れ込み遺構（溝

跡）が確認されていない。また、竪穴内部を除く遺構周辺部からは遺物や炭化物混じりの覆土

がほとんど検出されないことから、河川の氾濫や流路変更の影響が少ない、高まりの上に立地

していたと推測される。発掘調査の結果から、当時の助作遺跡周辺は、河川の流路変更や氾濫

が繰り返し引き起こされる、低地上に立地した集落跡であったことが推定される。分析には河

川跡、溝跡より採取した土壌、炭化物を対象とした。

花粉分析の結果、樹木花粉ではハンノキ属が多く、コナラ亜属・ブナ・スギと続いている。

（第３２・３３図）ハンノキ属は湿潤な低地を好んで生える樹木で、河川跡・溝跡の全ての試料で

突出しており、４０％前後の特徴的な出現率を示している。草木花粉ではシダ類・アカザ科・ヒ

低 湿 地
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ヨ科・ヨモギ属など山野・水辺などの幅広い環境に普通に生える草本類である。シダ類が１０～

２０％の出現率を示す他は、数％未満で目立った特徴は見られない。炭化材の樹種同定の結果も

花粉分析の結果と同様、トネリコ属・ハンノキ属・ヤナギ属・ヤシャブシ亜属など低地・湿地

を好んで生える樹木が多く検出された。これらの樹種が全体の３５％以上を占めており、花粉化

石や樹種同定の結果からも湿地性の環境が推測される。この他には、コナラ属、ニレ属、ブナ

が比較的多く検出されている。これら樹種は山地や丘陵部に生える落葉高木で、ハンノキなど

湿地性の樹木とは植生域が異なる。これらの樹種からは、当時の遺跡周辺に広がる山地・丘陵

地の森林植生を反映したものと考えることができる。現在、遺跡の東部・西部を流れる大山川

や湯尻川も、金峰山をはじめとする周辺の山地・丘陵地をその源流としており、そこから流れ

込む堆積物により周囲の環境が形成されている。検出された炭化物は、丸みを帯び水流により

運搬されていた形跡も指摘されていることから、これらの樹種は遺跡周辺の森林植生を示す要

因と考えられる。

遺構別の結果では、河川跡が溝跡よりも樹種・草本の種類が多い傾向を示す。同じ河川によ

り形成された遺構であっても、一過性の強い溝跡と一定期間流れ続けていた河川跡とでは、遺

構としての性格も異なり、堆積物の性質や量には当然差異が生じる。発掘調査により出土した

遺物（登録遺物）の数も、河川跡２６点、溝跡１８点と河川跡から３割ほど多く出土しており、遺

物の出土数による差異は、樹種・草本における種類・量の差の比率と比較的一致する傾向を示

す。両遺構の花粉・樹種の種類が近似しており量的に差異が生じているのは、遺構の性格を的

確に示した結果であると推測できる。更にいえば、花粉や樹種同定の分析結果も遺構の性格を

裏付ける要素の１つとなり、溝跡から検出された花粉からは流路変更や氾濫が起きたある特定

時期の植生を反映したものと考えることができる。また、竪穴住居や土坑から検出された樹種

は河川跡や溝跡とは異なる傾向を示すが、わずか３点のみの結果であるためここではその結果

を示すに留めることにする。

分析の結果と発掘調査の結果とが符合しない事例として、河川跡からイネ科の花粉が多く検

出されたことがある。イネ科にはヨシ・ススキ・ササなど複数の種類があり、今回検出された

イネ科の花粉はいわゆる『イネ』の花粉にその形状が非常によく似ている。そのため、遺跡周

辺に水田遺構が存在していた可能性が推測される。これまで３次にわたる助作遺跡の発掘調査

からは、水田遺構やそれに関連する遺構は検出されていない。助作遺跡周辺の清水新田遺跡・

山田遺跡・矢馳Ａ遺跡・矢馳Ｂ遺跡など大泉地区遺跡群の発掘調査からも、集落跡の存在は確

認されているが、水田遺構は検出されていない。今回の花粉分析の結果からは、助作遺跡を含

む大泉地区遺跡群の周辺には、現在の様な水田風景が広がっていた新たな可能性を示唆する結

果となった。なお、水田遺構の確認には、同試料を使ったプラント・オパール分析による確認

作業が必要との指摘がある。

以上、今回の分析結果からは、現在では推測の域を出ない当時の自然環境をより具体的に推

定し、発掘調査による遺構解釈の裏付けとなる結果を得ることができた。また、水田遺構の存

在など、これまでの発掘調査では未だ確認されていない新たな見解を得るに至った。今後の発

掘調査によりこれらが明らかになることを期待する。

ト ネ リ コ 属

ハ ン ノ キ 属

森 林 植 生

イ ネ 科

水 田 遺 構
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試料1～8はSG1、9～10はSD26から採取した 

第３２図 産出花粉化石一覧
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第３４図 炭化材樹種同定結果
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３ 放射性炭素年代測定

� はじめに 山形秀樹（パレオ・ラボ）

助作遺跡より検出された炭化材の加速器質量分析法（ＡＭＳ法）による放射性炭素年代測定

を実施した。

� 試料と方法

試料は、ＳＫ６５から採取した炭化材１点、ＳＫ３６から採取した炭化材１点、ＳＴ２１－ＥＰ４８

から採取した炭化材１点、ＲＷ５０から採取した炭化材１点、ＳＧ１から採取した炭化材１点の

併せて５点である。なお、ＳＫ６５とＳＫ３６の試料２点は、年輪の外側部分を採取して用いた。

これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調

整した後、加速器質量分析計（ＡＭＳ）にて測定した。測定した１４Ｃ濃度について同位体分別

効果の補正を行なった後、補正した１４Ｃ濃度を用いて１４Ｃ年代を算出した。

� 結果

第３６図に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値－２５．０‰）、同位体分別効果による測

定誤差を補正した１４Ｃ年代、１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代を示す。
１４Ｃ年代値（yrBP）の算出は、１４Ｃの半減期として Libby の半減期５，５６８年を使用した。また、

付記した１４Ｃ年代誤差（±１σ）は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差（One

sigma）に相当する年代である。これは、試料の１４Ｃ年代が、その１４Ｃ年代誤差範囲内に入る確

率が６８％であることを意味する。

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

暦年代較正

暦年代較正とは、大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５，５６８年として算出された１４Ｃ年代に対

し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動、および半減期の違い

（１４Ｃの半減期５，７３０±４０年）を較正し、より正確な年代を求めるために、１４Ｃ年代を暦年代に

変換することである。具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚の

Ｕ－Ｔｈ年代と１４Ｃ年代の比較、および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて１４Ｃ年代と暦

年代の関係を調べたデータにより、較正曲線を作成し、これを用いて１４Ｃ年代を暦年代に較正

した年代を算出する。
１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代の算出にCALIB４．３（CALIB３．０のバージョンアップ版）

を使用した。なお、暦年代較正値は１４Ｃ年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、１σ

暦年代範囲はプログラム中の確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相当する暦年代範囲

である。カッコ内の百分率の値はその１σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、１０％未

満についてはその表示を省略した。１σ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い

年代範囲については、表中に下線で示した。

Ⅵ 自然科学的分析
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４ 須恵器の胎土分析

東北芸術工科大学

� はじめに 文化財保存修復研究センター

これまで土器の胎土分析に対しては多くの研究者が自然科学的手法を用いて土器資料の研究

を行なってきたが，この度、本報告資料となった古墳時代から中世にかけて焼成生産・消費さ

れた須恵器の自然科学的手法を用いた胎土分析（以後、胎土分析とする）は大谷女子大学三辻

らによる蛍光X線分析装置を用いた自然科学的分析が知られている。

この胎土分析では古代の須恵器焼成生産地・消費地との関係が示唆でき、その時代の交易圏

や生活区域も見えてくる可能性があるため，有効な手法として多くのデータが蓄積されてきた。

この手法の最終的な目的は下記のとおりである。はじめに全国に散在する須恵器の焼成地と

なる窯跡から出土した資料を用いて、Ｋ、Ｃａ、Ｒｂ、Ｓｒの含有値をその窯跡の特性をあら

わす基礎データとして蓄積する。次に、同手法を遺跡出土須恵器に適用し、得られた前述４元

素の含有量と窯跡出土資料データとの比較・検討により、その窯跡に帰属するか否かを判断す

ることによって、遺跡出土須恵器の産地推定を行うのである。

本研究の資料は山形県下の遺跡出土資料であり、産地推定を行う場合には、比較資料として

山形県下の須恵器窯跡資料のデータとの比較検討が必要となるが、資料数は未だ僅少であり、

山形県内の須恵器伝播・流通を探る産地推定が可能になるまでには、さらに多くのデータの蓄

積が必要な状況である。

よって本報告では「産地推定」ではなく、「須恵器胎土が科学的に異なっているのか」とい

う観点から三辻式の自然科学的手法（以後、三辻式とする）を用いて進めた胎土分析を報告す

る。

� 資料と分析方法

今回分析に供した助作遺跡出土須恵器資料は２０点であった。分析を進めるにあたり、全資料

に対して考古学的分類を行なった後に、分析に移行した。（第３７図参照）

考古学的分類が終了したところで、資料採取部分の確認を行った。採取可能部分を超硬カッ

ターを用いて表面付着物を研削した。その後、タングステンカーバイト製乳鉢を用いて、１５０µm

（１００メッシュ）程度の粉末にした。その粉末試料を内径１５㎜、厚さ５㎜の塩化ビニル製リン

グ枠に入れ、１３～１５ｔの圧力をかけ錠剤とし、波長分散型蛍光Ｘ線分析を行った。装置は理学

電機工業製３５１１型、加速電圧５０KV、加速電流５０mA、対陰極Ｃｒで測定した。分析元素は特

徴づけに有効とされるＮａ、Ｋ、Ｃａ、Ｆｅ、Ｒｂ、Ｓｒ以上６元素を選定した。分析値は全

て岩石標準試料ＪＧ－１ａ（花崗岩）の各元素の蛍光Ｘ線強度で標準化したものである。（第

３７図参照）

� 結果

１）２元素分布図

本研究の分析結果を測定した６元素間で２元素分布図を作成したところ、Ｋ－Ｃａ分布図

において４つの分布帯が確認された（図１）。資料番号でそれぞれを示す。

①分析番号２．４．６．１０．１７
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②分析番号１．７．１１．１４．１５．１８．２０

③分析番号３．５．８．１２．１３．１６．１９

④分析番号９

２）統計解析―クラスター分析

分析統計処理の中で考古学でも

よく用いられるクラスター分析と

は、異なる性質のもの同士が混ざ

り合っている対象から、お互いに

似たものを集めてクラスターを作

り、対象を分類しようする手法で

ある。本研究では「近くにあるも

のが類似性が高い」というクラス

ター分析（ユークリッド距離・単

結合法）を用いてデータ解析をお

こなった。ここでは長石の中でも

カリ長石および斜長石系の判別を

考慮してＫ、Ｃａ、Ｒｂ、Ｓｒ以

上４元素の標準化値を用いてクラ

スター分析を行った結果、３つの

クラスターを判別した（第３８図）。

�）分析番号

１．７．１１．１４．１５．１８．２０

�）分析番号

２．４．６．１０．１７

�）分析番号

３．５．８．９．１２．１３．１６．１９

� まとめ

本分析で分析に供した助作遺跡出

土須恵器は、少なくとも３つの異なる胎土の存在が示唆された。

○分析番号１．７．１１．１４．１５．１８．２０

○分析番号２．４．６．１０．１７

○分析番号３．５．８．９．１２．１３．１６．１９

現時点では本研究結果と比較となる資料データを持ち合わせておらず、産地推定のような確

定的な結論までは導き出せない。今後は、県内に存在する須恵器窯跡の須恵器資料を同方法で

分析することにより、多くのデータを考古学者と共有することで須恵器の産地推定まで研究が

広がることを期待している。

Ⅵ 自然科学的分析
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考古学からの考察 小林 啓

本遺跡では年代決定の指標となる須恵器の出土数があまり多くはない。これに対し、遺構に

共伴する形での炭化材が比較的多く出土した。そこで、ＡＭＳ放射線炭素測定法（以下ＡＭＳ

年代測定）による炭化材の年代測定を行い、考古学による須恵器編年と自然科学によるＡＭＳ

年代測定を照らし合わせて助作遺跡の年代決定を試みた。

須恵器編年による年代からは、陶邑編年のＭＴ１５からＴＫ１０に平行する６世紀第２四半期か

ら第３四半期（５２５～５７５年）頃の時期と考えられている。ＡＭＳ年代測定でこの時期に該当す

る試料は№２・３がこれにあたる。この他の試料は、ほぼ８０年からそれ以上の年代のズレがあ

り、考古学的な須恵器編年の時期に該当していないことになる。しかし、ＡＭＳ年代測定を行

う際、取分け炭化材をその対象とする場合には、試料選定にあたり重要な留意点がある。炭化

材（木材）では、年輪の外側と内側で木材の成長分だけ時期に差があるため、同じ遺物（個体）

でも採取した箇所によって時期的なズレが生じてしまう。今回の試料は発掘現場での試料採取

の段階で、この点に注意をはらってなかったため、各試料で年代のばらつきが生じた可能性が

考えられる。また、試料№４・５は、自然木と推測され、人の手が加えられていないことから、

ある程度の時期的なばらつきが予想された試料でもあった。しかし、いずれの試料も古墳時代

中期から後期にかけての時期におさまることから、須恵器編年や発掘調査による助作遺跡の年

代観に概ね一致する結果といえるだろう。

この様に、相対年代による須恵器編年と実年代によるＡＭＳ年代測定では、年代にズレが生

じることも少なくない。相対年代（須恵器編年）と実年代（ＡＭＳ年代測定）による年代評価

の違いにより生じるものであり、両者が完全に一致するには様々な条件が重なり合ったときだ

けであろう。現在のところ、遺跡の年代を決定する絶対的な指標は存在しないため、これまで

実績のある須恵器編年にＡＭＳ年代測定を併用し照合しながら、遺跡の年代を見きわめていく

ことも重要となるだろう。また近年、ＡＭＳ年代測定による新たな年代観が次々と報告されて

いる。自然科学的な手法を用いる場合には、後にその真偽性について疑問点を残さないために

も、現場での試料採取の段階で、遺物との共伴関係や出土地点、採取箇所などを詳細に記録し

ておくことで、正確で実用的な年代決定のデータとして活用していけるだろう。

須恵器の胎土分析（以下、胎土分析）についても若干の考察を行う。胎土分析では、まず断

面の胎土観察によりＡ・Ｂ・Ｃ・Ｓ・Ｓ´の５つに分類した。Ｓ類は、観察により陶邑窯と判

断したもので分析結果からも同じ分類群に属していることが確認された。また、分析結果から

は、これ以外にＡ～Ｓ´を含む３つの分類群が確認された。今後はＳ類を含んだ分類とその他

分類群との関連や評価が必要となるが、本分析結果のみではこれらがどのように関連していく

のか判断するのは困難である。胎土分析の最終的な目標の１つは間違いなく産地の推定である。

それには同地方において比較試料となる分析結果の積み重ねが重要となり、１つの遺跡のみで

判断できることはあまり多くはない。しかし、今後、胎土分析の積み重ねによりそれが明らか

になっていくことを期待すると共に、その際に本遺跡の分析結果が比較試料として活用し得る

重要なデータになったとものと思われる。
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第３８図 クラスター分析結果
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Ⅶ 調査のまとめ

鶴岡防災ステーション建設事業に係る平成１５年度助作遺跡の発掘調査成果を要約すると、以

下のようになる。

助作遺跡は、山形県鶴岡市大字矢馳字上矢馳に所在し、大山川と湯尻川に挟まれた沖積地の

微高地上に立地する。標高は１４ｍをはかる。遺跡面積は約５７，０００㎡である。昭和６３年に、国道

７号線鶴岡バイパスの建設に伴って第１次発掘調査が、県道湯田川・大山を挟んだ路線区域内

２，６３０㎡について実施され、また、同年県営ほ場整備事業鶴岡西部地区の事業実施に先立って、

水路部分１，１３０㎡について第２次発掘調査が実施された。これらの調査では、古墳時代後期の

遺構、遺物が検出され、当該期集落の構造について多くの成果を得ることができた。今回の調

査は、事業により破壊を免れない１，３２５㎡について、記録保存を目的として実施された第３次

の緊急発掘調査である。今回の調査においても古墳時代後期の遺構、遺物を検出している。

遺構は、開田やほ場整備による削平、土壌のグライ化等によりプラン確認が困難であったが、

竪穴住居跡２棟、溝跡、畝跡、河川跡、土坑が検出された。

竪穴住居跡は、ＳＴ２１、同２２ともに一辺が７．５ｍ前後と大形のほぼ正方形プランを呈し、同

一の軸線をもち、南北に並んで検出された。また、ＳＤ３４溝跡は、これら２棟とＳＧ１河川跡

との間に区画を構成するように位置する。こうした位置関係からこの２棟の竪穴住居とＳＤ３４、

ＳＧ１は同時に存在していた可能性が高いものと考えられる。いずれの竪穴住居跡もカマドや

貼床は検出されず、柱穴とみられるピットが検出されたに留まる。また、出土遺物の状況から

も、両竪穴住居跡は、検出段階で既に床面直上あるいはそれ以下の住居構築時の掘り下げ面に

部分的にではあるが達していた可能性がある。ＳＴ２１の南東部分では矩形に曲がる細い溝跡と

重複し、これを切っているが、１１３－９８付近を中心に炭化物による土色の濁りと、ややまとまっ

た遺物出土があることから、この矩形の溝を北西の角とする、より古い時期の竪穴住居跡が存

在していた可能性がある。

第４０図に示したように、ＳＧ１は第１次調査のＳＤ１０・９８大溝跡と同一のものである可能性

がきわめて高い。ただしＳＤ１０・９８では、遺物は間層をはさんで上下２層に分かれたが、ＳＧ

１では検出面付近に近い上層部分に集中する傾向が強い。河川の最終的な規模については不明

である。その原因については、第１次調査で阿子島 功氏から指摘を受けた「溝中に崩落した

地山は、砂質が強いために水中でかたまらず溝の壁面と同化してしまう」ためと考えられる。

ＳＤ２６・２９溝跡は、今回の調査でもっともまとまった遺物出土があった遺構である。東端付

近では比較的幅が狭く、溝としての形状を保っているが、南北方向に流路を変えてからは浅い

落ち込みが連続したような状況となる。これらの成因については、もともとＳＤ３４のような区

画を意図した溝に洪水等によって遺物が堆積したものか、あるいは一括廃棄によるものかのい

ずれかとして理解される。

今回の調査では、第２次調査までに想定された、大溝によって二群に大別され、畑地を伴う

３～４棟の住居を一単位とする居住地という構造に、区画溝の存在を指摘することができた。

検 出 遺 構

遺 構 検 出 が
困 難 な 原 因

集 落 構 造
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第３次調査では、古墳時代に所属する土師器、須恵器、土製品、石製品など整理箱にして約

５０箱の遺物が出土した。遺物については、報告書を同一年度内という短期間でまとめざるを得

なかったことから、詳細な検討を行うことができなかったが、概括的に述べれば以下のように

なる。

土師器については、第３次調査でもっとも量的にまとまりのある坏ＡⅦ類は、第１次調査の

Ⅴ類およびⅦ類、第２次調査のⅢ類に相当するもので、いずれの調査でも坏の主体となる類型

である。今次調査では、坏ＡⅠ類のように、その類例を清水新田遺跡に求められるような若干

古手のものも出土したが、ほかの器種も含めて大枠では前回までの調査結果と同様に田伏Ⅱ式、

住社式に並行するものととらえることができる。

出土した須恵器についても、前回と同様に陶邑編年のＭＴ１５からＴＫ１０に並行するするもの

とみられ、６世紀第２四半期から第３四半期の年代が考えられる。

今回の調査では、特に土製の玉類の出土が目立った。また、ＳＧ１から出土した琥珀玉は、

第１次調査でＳＴ９竪穴住居跡から出土した琥珀の６面体に続く出土となり、当該期のものと

しては貴重な出土例となった。
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写真図版

ＳＴ２２調査状況



ＳТ２１検出状況（南から）

ＳТ２１調査状況（南から）

ＳТ２１ ＲＰ８出土状況

（北から）

写真図版１



ＳТ２２検出状況（南から）

ＳТ２２ベルト土層断面

（南から）

ＳТ２２ ＲＰ１４出土状況

（東から）

写真図版２



ＳТ２１・２２・ＳＤ３４完掘状況（南から）

ＳТ２１・２２・ＳＤ３４完掘状況（北西から）

写真図版３



ＳＧ１ ＲＰ５出土状況

（西から）

ＳＧ１ ＲＰ１３出土状況

（南から）

ＳＧ１ ＲＰ２６・２７出土状況

（南東から）

写真図版４



ＳＧ１ ＲＰ２９・３５出土状況

（南東から）

ＳＧ１ ＲＰ３２出土状況

（北東から）

ＳＧ１ ＲＰ３６～３９出土状況

（南東から）

写真図版５



ＳＧ１完掘状況（南東から）

写真図版６



ＳＤ２６ １１７ー９９・１００付近遺物出土状況（東から） ＳＤ２６ １１７ー９９・１００付近完掘状況（東から）

ＳＤ２６ ＲＰ１７～１９出土状況（北東から） ＳＤ２６土層断面（北西から）

ＳＤ２９遺物出土状況（南東から） ＳＤ２９土層断面（南から）

写真図版７



ＳＤ２６ １１４ー１０１～１０４付近遺物出土状況（北から）

写真図版８



ＳＫ４４土層断面（南から） ＳＫ４４遺物出土状況（南から）

ＳＫ４５土層断面（東から） ＳＫ４５遺物出土状況（南から）

ＳＫ４４・４５・ＳＤ７２完掘状況（南東から）

写真図版９



ＳＫ３５土層断面（東から）

写真図版１０



畝状遺構調査状況（南から）

畝状遺構調査状況（北東から）

写真図版１１



調査区完掘状況（東から）

写真図版１２
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土師器（１）
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土師器（２）
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土師器（３）
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土師器（４）
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７ ８

土師器（５）
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５ ６

土師器（６）
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土師器（７）
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１ ２

３ ４

６

５ ７

土師器・須恵器
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土師器（８）

写真図版２１



１ ２

３ ４

土師器（９）
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１ ２

３ ４

土師器（１０）
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５ ６

土師器（１１）
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１ ２

３ ４

５ ６

土師器（１２）
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１ ２

３ ４

５ ６

土師器（１３）
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１ ２

３ ４

５ ６

土師器（１４）
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１ ２
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５ ６

土師器（１５）
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土製品・石製品
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マツ属単維管束亜属 Pinus subgen. Haploxyon

垂直と水平の樹脂道がある針葉樹材。分野壁孔は窓状、放射仮道管の内壁は平滑で肥厚が見られない。放射組織の細

胞高は５細胞以下の低いものが多く、細胞壁は全般に薄い。マツ属単維管束亜属は、枝からマツ葉に入る維管束が１本

である分類群で日本産では５葉松類がこれに対応し、ゴヨウマツ・ハイマツが属する。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

ヤナギ属 Salix ヤナギ科

小型の管孔が単独または２～４個が複合し晩材部に向いゆるやかに径を減じる散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は

単穿孔、放射柔細胞との壁孔は大型で蜂の巣状に配置している。放射組織は単列異性である。ヤナギ属は暖帯から温帯

の水湿地や丘陵地の日当りのよい所に生育する落葉高木または低木である。組織構造からは種を特定することは不可能。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

クマシデ属イヌシデ節 Carpinus sect. Eucarpinus カバノキ科

単独または２～数個の小型の管孔が放射状や塊状に複合しやや偏った分布をしている散孔材。道管の壁孔は交互状、

穿孔は単穿孔、内腔にゆるく畝って走行するらせん肥厚があり、放射組織との壁孔は大きくて交互状である。放射組織

はほぼ同性、１～２細胞幅である。クマシデ属イヌシデ節は暖帯および温帯の山地に生育する落葉高木。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜
炭化材の走査電子顕微鏡写真（１）

写真図版３０



ハンノキ属ヤシャブシ亜属 Alnus subgen. Alnaster カバノキ科

単独または２～３個の小型の管孔が複合し管孔の分布はやや疎らな散孔材。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は階段

数２０本前後の階段穿孔、放射柔細胞との壁孔は小型で交互状に密在している。放射組織は単列同性である。ヤシャブシ

亜属は山地に生育する落葉小高木または低木であり、ミヤマハンノキ、ヒメヤシャブシなどがある。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

ハンノキ属ハンノキ亜属 Alnus subgen. Alnus カバノキ科

小型の管孔が放射方向に２～数個複合して多数が分布し、放射組織の集合する帯状の部分がありそこの年輪界は樹芯

部に歪む散孔材。そのほかの形質は、ヤシャブシ節と同様である。ハンノキ亜属は暖帯から亜寒帯の陽光地に生育する落

葉樹で、ハンノキ・カワラハンノキ・ミヤマカワラハンノキ等があり材組織からこれらを識別することはできていない。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

ブナ属 Fagus ブナ科

丸みをおびた小型の管孔が密在し除々に径を減じてゆき、年輪界では極めて小型となる散孔材。道管の壁孔は交互状

から階段状、穿孔は主に単穿孔で階段数が１０～２０本の階段穿孔も混じる。放射組織は１～３細胞幅と幅が広く背の高い

広放射組織がある。ブナ属は温帯域の主要構成樹種で、大木となる落葉樹であり、ブナとイヌブナの２種がある。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜
炭化材の走査電子顕微鏡写真（２）
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コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus subgen. Quercus sect. Prinus ブナ科

年輪の始めに中型の管孔が配列し除々に径を減じ、晩材部では薄壁で角形の小型の管孔が火炎状・放射状に配列する

環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は単列のものと細胞幅の広放射組織がある。コナラ節は

暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ・ミズナラ・コナラ・ナラガシワがある。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc． ブナ科

年輪の始めに大型の管孔が１層配列し、その後は非常に小型の管孔が火炎状に分布する環孔材。道管の壁孔は小型で

交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は単列同性のものだけである。クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の

山野に普通の落葉高木である。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) Makino ニレ科

年輪の始めに中型の管孔が主に１層配列し、その後は小型の管孔が多数集合して塊状・接線状・斜状に分布する環孔

材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、小道管にらせん肥厚がある。放射組織は異性、１～３細胞幅、上下端や縁に

大型の結晶細胞がある。ケヤキは暖帯下部から温帯の山中や川岸に生育する落葉高木である。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜
炭化材の走査電子顕微鏡写真（３）

写真図版３２



フサザクラ Euptelea Polyanndra Sieb. et Zucc． フサザクラ科

やや小型の管孔が、単独または２～４個が複合して多数が分布し、年輪界では径を減じる散孔材。道管の壁孔は対列

から階段状、穿孔は階段数が多い階段穿孔、放射柔細胞との壁孔は階段状である。放射組織は異性、１～６細胞幅で細

胞幅の広いものが多い。フサザクラは本州以南の渓谷に生育する落葉高木である。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

イワガラミ Schizophragma hydrangeoides Sieb. et Zucc． ユキノシタ科

小型の管孔が単独や２～４個が複合して密在しており、年輪界はやや不明瞭な散孔材。道管の壁孔は階段壁孔、穿孔

は階段数が１０～２０本前後の階段穿孔、放射柔細胞との壁孔も階段状である。放射組織は異性で、１～５細胞幅、細胞高

は非常に高くなる。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

イヌエンジュ Maackia amurensis Rupr. et Maxim. subsp. buergeri (Maxim.)Kitamura マメ科

年輪の始めに大型の管孔が配列し徐々に径を減じ、晩材部では非常に小型から極めて小型の管孔が塊状や集合帯とな

り特に年輪界では波状の集合帯となる環孔材。周囲状・帯状の柔組織が顕著で、接線断面では層階状を示す。道管の壁孔

は交互状、単穿孔、小道管にらせん肥厚がある。放射組織は異性、１～４細胞幅、上下端や縁辺部に方形細胞が見られる。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜
炭化材の走査電子顕微鏡写真（４）
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アカメガシワ Mallotus japonicus Muell. Arg． トウダイグサ科

年輪の始めに単独または２～３個が複合した中型の管孔が配列し除々に径を減じてゆき、晩材部は数個の非常に小型

の管孔が放射方向に複合して配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、放射柔細胞との壁孔は交互状で孔

口はやや大きい。放射組織は単列異性である。アカメガシワは暖帯の日当りのよい山野に普通の落葉高木である。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

カエデ属 Acer カエデ科
小型の管孔が単独または２～３個が放射方向に複合し均一に散在する散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、
内腔に細いらせん肥厚があり、放射柔細胞との壁孔は交互状に密在する。放射組織は同性、１～５細胞幅。道管内腔の
らせん肥厚が不明瞭または確認できない試料もあったが、遺跡出土材でらせん肥厚が確認できない材がたまにある。ら
せん肥厚以外の形質はカエデ属の特徴に当てはまるので、カエデ属と同定した。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

タラノキ Aralia elata Seem． ウコギ科

年輪の始めに中型の管孔が数層配列し、晩材部は非常に小型の管孔が斜状・塊状・接線状・放射状と様々に複合して

接線方向に揃うような位置に配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、放射柔細胞との壁孔はやや大きく

交互状である。放射組織は異性、主に４細胞幅で上下端や縁に直立細胞がある。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．５㎜ 放射断面 bar：０．１㎜
炭化材の走査電子顕微鏡写真（５）
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ツツジ科 Ericacea

極めて小型の管孔がやや疎らに散在し、年輪始めの管孔は接線状に配列する散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は階
段数は少なく１５本ほどの階段穿孔である。放射組織は異性、１～３細胞幅、単列のものは平伏細胞と直立細胞からなり、
直立細胞の接線断面の輪郭はレンズ形が目立つ。年輪始めに管孔が接線状に配列するツツジ科の一部の樹種と比較して
見たが、年輪全体の管孔配列や階段穿孔の階段数など相違点があり、現時点では種類を特定できなかった。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

エゴノキ属 Styrax エゴノキ科

小型の管孔が単独または２～４個が複合し放射方向に配列、晩材部で径が減少する散孔材。道管の壁孔は交互状、穿

孔は階段数が少ない階段穿孔。放射組織は異性、１～３細胞幅、多列部の上下端は方形細胞と直立細胞からなり単列部

が伸びる。エゴノキ属は暖帯・温帯下部の山野斜面や川辺に生育する落葉高木で、エゴノキ・ハクウンボクなどがある。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜

トネリコ属 Fraxinus モクセイ科

中型の管孔が１～２層配列し、その後は単独または２～３個が複合した小型で厚壁の管孔が分布する環孔材。周囲状

柔組織がある。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔。放射組織は同性、１～３細胞幅。トネリコ属はおもに温帯に生育

する落葉高木。シオジ・ヤチダモ・トネリコなどがあり、シオジ・ヤチダモは山中の川辺や谷筋・湿地で多く見られる。

横断面 bar：０．５㎜ 接線断面 bar：０．１㎜ 放射断面 bar：０．１㎜
炭化材の走査電子顕微鏡写真（６）
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１‐ａ ２‐ａ ３‐ａ

１‐ｂ ２‐ｂ ３‐ｂ

４‐ａ ５‐ａ ６‐ａ

４‐ｂ ５‐ｂ ６‐ｂ

１：スギ PLC.SS ３６３３ №８ ２：ハンノキ属 PLC.SS ３６３２ №５

３：ブナ PLC.SS ３６９２ №２ ４：コナラ属コナラ亜属 PLC.SS ３６２７ №２

５：コナラ属アカガシ亜属 PLC.SS ３６２２ №１ ６：トチノキ属 PLC.SS ３６２５ №２
花粉化石（１）
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７‐ａ ８‐ａ ９‐ａ

７‐ｂ ８‐ｂ ９‐ｂ

１０‐ａ １１‐ａ １２‐ａ

１０‐ｂ １１‐ｂ １２‐ｂ

１：イネ科 PLC.SS ３６３０ №２ ２：アガサ科 PLC.SS ３６２３ №２

３：カヤツリグサ科 PLC.SS ３６３１ №４ ４：ヨモギ属 PLC.SS ３６２４ №２

５：セリ科 PLC.SS ３６２６ №２ ６：タンポポ亜科 PLC.SS ３６２８ №２
花粉化石（２）
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胎土分類‐Ｓ類 胎土分類‐Ｓ´類

胎土分類‐Ａ類 胎土分類‐Ｂ類

胎土分類‐Ｃ類

胎土分類

Ｓ類－胎土はきめの細かい粘土だが、表面は均質でない。砂礫がわずかに混じる。

Ｓ´類－胎土はきめの細かい粘土だが、表面は均質でない。Ｓ類より砂礫が多く混じる。

Ａ類－胎土はきめの細かい粘土。砂礫が均質に混じる。

Ｂ類－胎土はきめの細かい粘土。Ａ類より砂礫が少ない。

Ｃ類－胎土はきめの細かい粘土。大小様々な砂礫が非常に多い。

須恵器胎土観察図
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